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人口動態（11 月中）

転　入　 9 転　出　11

出　生　 0 死　亡　15

その他　 0 その他　 0

町の世帯と人口

12 月１日現在（前月比）

世帯数 ２，５６７ （９減）

人　口 ４，７６８（１７減）

　　男 ２，３７４ （９減）

　　女 ２，３９４ （８減）
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1 月号

小河内の「鹿島踊」が
ユネスコ無形文化遺産に登録されました

　１１月３０日にモロッコで開かれたユネスコ（国連教育

科学文化機関）において、日本が提案する民俗芸能風

流踊（ふりゅうおどり）が無形文化遺産に正式登録され

ました。

　風流踊は歴史や風土が育む民俗芸能で華やかな衣装

や歌や笛、太鼓に合わせ人々の望みや祈りが込められ、

華やかに舞われるものです。２４都府県４１の登録団体

で構成され、２００９年に単独登録を受ける神奈川県三

浦市の「チャッキラコ」に加える形での登録となりました。

　１２月１５日に鹿島踊保存会の吉野榮喜相談役（前会

長）と島﨑富夫会長が町長を表敬訪問され、喜びの受

賞報告に合せ、今後、ますますの振興に関する決意を表

明をされました。

令 和 五 年 　 卯 年

謹賀新年

（左から野崎教育長、吉野相談役
師岡町長、島﨑会長、井上副町長）

謹賀新年
令和五年　 卯 年
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地
域
文
化
功
労
表
彰
受
賞

ち
ょ
こ
っ
と
共
済
ほ
か

奥
多
摩
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

　石
田

　充
法
氏

             

　
　
　

        

令
和
４
年
度
地
域
文
化
功
労
表
彰

　受
賞

　
こ
の
表
彰
は
、
芸
術
文
化

の
振
興
や
文
化
財
の
保
護
に

尽
力
す
る
な
ど
、
地
域
文
化

の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個

人
お
よ
び
団
体
に
対
し
て
、

そ
の
功
績
を
称
え
文
部
科
学

大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
石
田
氏
は
、
公
立
中
学
校

教
諭
、
教
頭
、
校
長
に
歴
任

さ
れ
る
傍
ら
、
昭
和
54
年
よ

り
奥
多
摩
町
文
化
財
保
護
審

議
委
員
、
平
成
27
年
か
ら
は

同
会
会
長
と
し
て
、
40
年
以

上
に
わ
た
る
町
の
文
化
財
保

護
に
対
す
る
功
績
が
称
え
ら

れ
、
こ
の
度
、
文
部
科
学
大

臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
田
氏
は
令
和
３
年
度
東

京
都
功
労
者
表
彰
（
文
化
功

労
）
受
賞
に
続
く
２
年
連
続

の
受
賞
と
な
り
、
11
月
15
日

の
秋
晴
れ
の
中
、
京
都
府
府

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ

た
、
地
域
文
化
功
労
表
彰
授

賞
式
に
ご
夫
妻
で
招
か
れ
ま

し
た
。

町
立
学
校
開
放
施
設
・
総
合
運
動
公
園
・

　
　ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

使
用
団
体
登
録
の
受
付

　
令
和
５
年
度
町
立
小
・
中

学
校
の
校
庭
、
体
育
館
お
よ

び
奥
多
摩
総
合
運
動
公
園
、

ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
を
使
用
す
る
場
合
の
団

体
登
録
（
新
規
・
更
新
）
を

受
付
け
ま
す
。

　
団
体
の
代
表
者
は
、
必
ず

こ
の
期
間
に
登
録
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

＊
令
和
４
年
度
登
録
団
体
に

つ
い
て
は
、
更
新
手
続
き
申

請
書
を
通
知
し
ま
す
。

〔
申
込
期
限
〕
２
月
22
日
（
水
）

＊
申
請
書
は
、
奥
多
摩
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

t
t
p://

w
w
w
.

t
o
w
n
.o
k
u
t
a
m
a
.t
o
k
y
o
.j
p
/

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
、
教
育
課
（
役
場
３
階
）

☎
83
‐
２
２
４
６

～ひな人形展～

　教育委員会では、文化団体連盟と共催し、

町民皆さまからお借りした「ひな人形」を

展示します。

  〔期間〕２月１１日（祝）～３月５日（日）　

　　　　　午前１０時～午後５時

   〔会場〕文化会館１階　多目的ホール

　また、２月９日（木）午前９時から展示の

準備を行います。

　ご協力いただける方は、

当日文化会館までお越し

ください。

※問い合わせは、教育課 

　　　   ☎８３－２２４６ 　

　　（東京都市町村民交通災害共済）

－２月１日から申し込みを開始します－

　
「ちょこっと共済」

　令和５年度「ちょこっと共済」（東京都市町村

民交通災害共済）の加入申し込み方法は、つぎの

３通りです。

◎自治会を通しての申し込み

◎役場住民課窓口、古里出張所窓口または臨時受

　付窓口にて直接個人で申し込み

◎ネット申し込み

　加入を希望される方は、いずれかの方法で申し

込んでください。

 なお、加入申込書は、２月初旬に自治会を通し

て各世帯に配布します。

　また、臨時受付窓口の開設日や会費など、詳細

については「広報おくたま２月号」でお知らせし

ます。

＊「ちょこっと共済」とは、会員（加入者）が交

　通事故（人身）にあったとき、その傷害の程度

　により見舞金を受けられる共済制度で、東京都

　内の全市町村が共同で運営しています。

＊加入は強制ではありません。

　　※問い合わせは、住民課　☎８３－２１８２

カ
ッ
ト
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町
長
・
議
長
年
頭
挨
拶

年 

頭 

の 

挨 

拶
師岡 伸公 町長高橋 邦男 議長

　
町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
議
会
に

対
し
ま
し
て
は
、
多
大
な
る
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
住
民
皆

様
に
は
感
染
防
止
対
策
な
ど
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、今
年
は
「
卯
年
」
で
、

こ
の
卯
年
は
芽
を
出
し
た
植
物

が
成
長
し
て
い
き
、
茎
や
葉
が

大
き
く
な
る
時
期
で
、
目
に
見

え
て
大
き
く
成
長
す
る「
飛
躍
」

と
「
向
上
」
の
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収

束
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
久
し
ぶ
り

の
大
型
事
業
で
あ
る
新
庁
舎
の

建
設
計
画
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
昨
年
９
月
関
係
団
体
や
公

募
に
よ
る
住
民
代
表
者
で
組
織

さ
れ
た
庁
舎
建
設
委
員
会
が
町

長
よ
り
諮
問
を
受
け
、
委
員
会

内
に
お
い
て
協
議
を
重
ね
、
そ

の
結
果
が
町
長
に
答
申
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
答
申
を
う
け
、
さ

ら
に
、
住
民
皆
様
の
声
を
お
伺

い
し
な
が
ら
、
町
が
主
体
と
な

り
建
設
計
画
を
前
進
さ
せ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
全
国
的
な
課
題

で
あ
る
少
子
高
齢
化
の
波
は
奥

多
摩
町
に
も
押
し
寄
せ
て
い
ま

す
。
町
は
、そ
の
対
策
と
し
て
、

若
者
定
住
化
対
策
、
子
育
て
支

援
事
業
な
ど
手
厚
い
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

そ
の
効
果
も
徐
々
に
表
れ
て
い

ま
す
が
、
一
自
治
体
の
努
力
だ

け
で
は
解
決
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
国
・

都
の
全
面
的
な
支
援
が
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
町
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
「
町
民
皆
様
の
た
め

に
、
町
の
発
展
の
た
め
に
、
何

を
す
べ
き
か
、何
が
良
い
の
か
」

を
町
と
議
会
が
し
っ
か
り
議
論

し
、
時
に
は
、
町
民
皆
様
の
お

力
を
お
借
り
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
町
の
課
題
解
決
の

た
め
に
、
議
員
一
丸
と
な
り
、

議
会
活
動
に
誠
心
誠
意
務
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
町
議
会
の
活

動
に
対
し
ま
し
て
変
わ
ら
ず
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
本
年
が
町
民

皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、そ
し
て
、

奥
多
摩
町
が
更
に
元
気
な
活
力

の
あ
る
町
に
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進

に
努
め
る
１
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
町
職
員
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
事
務
に
従
事
す
る

中
、
医
師
会
の
方
々
、
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
迅
速

な
接
種
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
関
係
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
も
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ

禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、昨
年
は
、

４
年
ぶ
り
の
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
」
の
開
催
に
、
町
内
外
か
ら

大
勢
の
皆
様
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
、
盛
大
な
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
カ
タ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
は
、
日
本
選
手
の
姿
に
勇

気
と
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
私
が
町
民
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
町
長
に

就
任
し
、
町
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
第
一
に
、
町
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
を
、
引
き
続
き
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
多

大
に
受
け
て
い
る
観
光
事
業
の

ほ
か
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

な
ど
、
町
が
抱
え
る
課
題
は

多
々
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
安
心
安
全
の
町

づ
く
り
と
し
て
、
防
災
の
拠
点

と
な
る
役
場
本
庁
舎
の
老
朽
化

等
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
は
、
有
識
者
や
関
係

団
体
の
代
表
者
、
そ
し
て
一
般

公
募
で
選
ば
れ
た
３
名
の
住
民

の
方
な
ど
16
名
の
委
員
か
ら
な

る
庁
舎
建
設
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
庁
舎
建
設
に
向
け
て
、
建

設
候
補
地
の
選
定
や
、
庁
舎
建

設
基
本
計
画
策
定
へ
の
提
言
等

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
し
て

い
た
だ
き
、
昨
年
12
月
に
は
最

終
と
な
る
答
申
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
建
設
に
至
る
ま
で

に
は
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や

財
源
対
策
並
び
に
ア
ク
セ
ス
な

ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
住

民
皆
様
へ
状
況
を
お
伝
え
し
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

庁
舎
建
設
と
へ
向
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
立
町
を
推
進
す

る
た
め
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業

と
あ
わ
せ
町
全
体
の
観
光
業
の

活
性
化
と
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
、
引
き
続
き

住
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す

の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念

し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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る
時
期
で
、
目
に
見

え
て
大
き
く
成
長
す
る「
飛
躍
」

と
「
向
上
」
の
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収

束
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

　
町
に
お
い
て
は
、
久
し
ぶ
り

の
大
型
事
業
で
あ
る
新
庁
舎
の

建
設
計
画
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
昨
年
９
月
関
係
団
体
や
公

募
に
よ
る
住
民
代
表
者
で
組
織

さ
れ
た
庁
舎
建
設
委
員
会
が
町

長
よ
り
諮
問
を
受
け
、
委
員
会

内
に
お
い
て
協
議
を
重
ね
、
そ

の
結
果
が
町
長
に
答
申
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
答
申
を
う
け
、
さ

ら
に
、
住
民
皆
様
の
声
を
お
伺

い
し
な
が
ら
、
町
が
主
体
と
な

り
建
設
計
画
を
前
進
さ
せ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
全
国
的
な
課
題

で
あ
る
少
子
高
齢
化
の
波
は
奥

多
摩
町
に
も
押
し
寄
せ
て
い
ま

す
。
町
は
、そ
の
対
策
と
し
て
、

若
者
定
住
化
対
策
、
子
育
て
支

援
事
業
な
ど
手
厚
い
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

そ
の
効
果
も
徐
々
に
表
れ
て
い

ま
す
が
、
一
自
治
体
の
努
力
だ

け
で
は
解
決
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、
国
・

都
の
全
面
的
な
支
援
が
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
町
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
「
町
民
皆
様
の
た
め

に
、
町
の
発
展
の
た
め
に
、
何

を
す
べ
き
か
、何
が
良
い
の
か
」

を
町
と
議
会
が
し
っ
か
り
議
論

し
、
時
に
は
、
町
民
皆
様
の
お

力
を
お
借
り
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
町
の
課
題
解
決
の

た
め
に
、
議
員
一
丸
と
な
り
、

議
会
活
動
に
誠
心
誠
意
務
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
町
議
会
の
活

動
に
対
し
ま
し
て
変
わ
ら
ず
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
本
年
が
町
民

皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多
き

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、そ
し
て
、

奥
多
摩
町
が
更
に
元
気
な
活
力

の
あ
る
町
に
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進

に
努
め
る
１
年
と
な
り
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
町
職
員
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
事
務
に
従
事
す
る

中
、
医
師
会
の
方
々
、
町
民
の

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
迅
速

な
接
種
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
関
係
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
も
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ

禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、昨
年
は
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４
年
ぶ
り
の
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
」
の
開
催
に
、
町
内
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ら

大
勢
の
皆
様
に
来
場
し
て
い
た

だ
き
、
盛
大
な
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
カ
タ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
は
、
日
本
選
手
の
姿
に
勇

気
と
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
私
が
町
民
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
町
長
に

就
任
し
、
町
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
第
一
に
、
町
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
を
、
引
き
続
き
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
多

大
に
受
け
て
い
る
観
光
事
業
の

ほ
か
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
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少
、
デ
ジ
タ
ル
化
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推
進
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課
題
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多
々
あ
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す
。
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設
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建
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し
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。
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光
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。
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地
域
文
化
功
労
表
彰
受
賞

ち
ょ
こ
っ
と
共
済
ほ
か

奥
多
摩
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

　石
田

　充
法
氏

             

　
　
　

        

令
和
４
年
度
地
域
文
化
功
労
表
彰

　受
賞

　
こ
の
表
彰
は
、
芸
術
文
化

の
振
興
や
文
化
財
の
保
護
に

尽
力
す
る
な
ど
、
地
域
文
化

の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個

人
お
よ
び
団
体
に
対
し
て
、

そ
の
功
績
を
称
え
文
部
科
学

大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
石
田
氏
は
、
公
立
中
学
校

教
諭
、
教
頭
、
校
長
に
歴
任

さ
れ
る
傍
ら
、
昭
和
54
年
よ

り
奥
多
摩
町
文
化
財
保
護
審

議
委
員
、
平
成
27
年
か
ら
は

同
会
会
長
と
し
て
、
40
年
以

上
に
わ
た
る
町
の
文
化
財
保

護
に
対
す
る
功
績
が
称
え
ら

れ
、
こ
の
度
、
文
部
科
学
大

臣
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
田
氏
は
令
和
３
年
度
東

京
都
功
労
者
表
彰
（
文
化
功

労
）
受
賞
に
続
く
２
年
連
続

の
受
賞
と
な
り
、
11
月
15
日

の
秋
晴
れ
の
中
、
京
都
府
府

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ

た
、
地
域
文
化
功
労
表
彰
授

賞
式
に
ご
夫
妻
で
招
か
れ
ま

し
た
。

町
立
学
校
開
放
施
設
・
総
合
運
動
公
園
・

　
　ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の

使
用
団
体
登
録
の
受
付

　
令
和
５
年
度
町
立
小
・
中

学
校
の
校
庭
、
体
育
館
お
よ

び
奥
多
摩
総
合
運
動
公
園
、

ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
を
使
用
す
る
場
合
の
団

体
登
録
（
新
規
・
更
新
）
を

受
付
け
ま
す
。

　
団
体
の
代
表
者
は
、
必
ず

こ
の
期
間
に
登
録
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

＊
令
和
４
年
度
登
録
団
体
に

つ
い
て
は
、
更
新
手
続
き
申

請
書
を
通
知
し
ま
す
。

〔
申
込
期
限
〕
２
月
22
日
（
水
）

＊
申
請
書
は
、
奥
多
摩
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

t
t
p://

w
w
w
.

t
o
w
n
.o
k
u
t
a
m
a
.t
o
k
y
o
.j
p
/

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
、
教
育
課
（
役
場
３
階
）

☎
83
‐
２
２
４
６

～ひな人形展～

　教育委員会では、文化団体連盟と共催し、

町民皆さまからお借りした「ひな人形」を

展示します。

  〔期間〕２月１１日（祝）～３月５日（日）　

　　　　　午前１０時～午後５時

   〔会場〕文化会館１階　多目的ホール

　また、２月９日（木）午前９時から展示の

準備を行います。

　ご協力いただける方は、

当日文化会館までお越し

ください。

※問い合わせは、教育課 

　　　   ☎８３－２２４６ 　

　　（東京都市町村民交通災害共済）

－２月１日から申し込みを開始します－

　
「ちょこっと共済」

　令和５年度「ちょこっと共済」（東京都市町村

民交通災害共済）の加入申し込み方法は、つぎの

３通りです。

◎自治会を通しての申し込み

◎役場住民課窓口、古里出張所窓口または臨時受

　付窓口にて直接個人で申し込み

◎ネット申し込み

　加入を希望される方は、いずれかの方法で申し

込んでください。

 なお、加入申込書は、２月初旬に自治会を通し

て各世帯に配布します。

　また、臨時受付窓口の開設日や会費など、詳細

については「広報おくたま２月号」でお知らせし

ます。

＊「ちょこっと共済」とは、会員（加入者）が交

　通事故（人身）にあったとき、その傷害の程度

　により見舞金を受けられる共済制度で、東京都

　内の全市町村が共同で運営しています。

＊加入は強制ではありません。

　　※問い合わせは、住民課　☎８３－２１８２

カ
ッ
ト
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No.829 2023 年 1 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

令 和 ５ 年 度 会 計 年 度 任 用 職 員 を 募 集 し ま す

　町では、令和５年度の会計年度任用職員をつぎのとおり募集します。詳細は町ホームページ、町役場、

古里出張所に置いてある募集要項をご確認いただくか、お問い合わせください。

（１）募集内容

職　種 職　名 主な業務内容ほか 給料・報酬 募集人員

【パートタイム会計年度任用職員】

事務補助員
子ども家庭支援センター
相談員

 １８歳未満の子供と家庭に関する相談業務
 児童虐待等のケースワークなど
 児童福祉司等資格所有・経験者優遇

時給
1,508 円～

若干名

（２）勤務条件

　①任用期間　令和５年４月１日～令和６年３月３１日までの１年以内

　②勤務日時　週３以上・１日７時間４５分以内　＊時間外勤務の場合あり　＊年次休暇制度等あり

　③勤務場所　奥多摩町子ども家庭支援センター

　④通勤費用　町規定により支給　　⑤社会保険　加入要件を満たした場合に加入

（３）採用選考の申し込み

　①受験資格　令和５年４月１日から勤務可能な方。

　　　　　　　ただし、地方公務員法第１６条に規定する欠格条項に該当する方を除く

　②選考方法　書類選考・面接選考

　③応募方法　町ホームページか町役場、古里出張所に置いてある採用申込書を本人または代理人が　

　　　　　　　直接総務課（役場２階）に持参、または郵送（簡易書留）で申し込みください。

　　＊募集期限は１月３１日（火）午後５時１５分まで

（４）その他

　①申込受付後は、申込書、写真、採用試験途中に提出された申込書類など、一切の書類は返却しません。

　②提出書類に不正があった場合は、直ちに受験資格を取り消します。

　　また、採用後において発覚した場合は、免職となることがあります。

　③申込書類に記載された情報は、この採用試験のために用い、それ以外の目的には一切使用しません。

　※問い合わせは、総務課　☎８３－２３４５（〒１９８－０２１２　奥多摩町氷川２１５－６）

　〔勤務内容〕　 奥多摩病院での窓口業務ほか　〔採用予定日〕　令和５年２月（要相談）

　〔勤務条件〕

　　○任　　期／令和５年３月３１日まで (勤務成績良好時は再度任用 )

　　○勤 務 日／シフト制勤務（週３～４日）

　　○勤務時間／午前８時３０分から午後０時３０分（時間外勤務の場合あり）

　　○報酬手当／時給１，１３０円　　　○期末手当／支給要件を満たした場合に支給

　　○通勤費用／町規定により支給

　〔申込方法〕 町ホームぺージに掲載の指定の採用申込書に必要事項を記載のうえ、直接病院に持参

　　　　　　 または郵送（簡易書留）で申し込みください。

　〔申込期日〕１月３１日 (火 )必着　　　〔選考方法〕書類選考・面接

　※問い合わせは、奥多摩病院　☎８３－２１４５

病院事務補助員募集（会計年度任用職員）
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奥多摩町庁舎建設委員会奥多摩町庁舎建設委員会

～最終答申が提出されました～

庁
舎
建
設
委
員
会

（左から松本委員長、町長、木村副委員長）

【はじめに】

　この庁舎建設委員会は、建設から５７年が経過し、耐震基準と老朽化などに課題を抱える役場庁舎の

建設整備に向けた取り組みを進めるために設置された町長の諮問機関で、住民委員３名を含む総勢１６

名の委員で構成されています。

　町では、これまでに広報おくたまや町ホームページ等を通じて、会議録の公表などを含め、委員会の

状況をお知らせしてきましたが、この度、全５回にわたる委員会での協議が終了し、１２月２２日に委員

会から最終となる答申が提出されましたので、これまでの活動状況を含め、皆さんにお知らせします。

【第１回から第３回までの委員会状況及び中間答申について】

　第１回委員会は、９月３０日に開催され、１６名の委員に委嘱状が交付されるとともに、師岡町長から

松本祐一委員長（多摩大学経営情報学部教授）に諮問書が手渡され、委員会における協議が始まりまし

た。以降、１０月２１日（第２回）、１１月９日（第３回）に委員会が開催され、毎回、活発な議論が交わ

されました。（１０月にはパブリックコメントも実施しました。）

　１１月２８日には、「庁舎建設候補地及び庁舎建設基本構想に関する諮問事項」についての中間答申書

が松本委員長および木村光惠副委員長（町社会福祉協議会会長）から師岡町長に提出され、庁舎建設

候補地には、大氷川地内の「ＪＲ青梅線奥多摩駅東側」の土地が選定されました。ただし、「アクセス

に関して、踏切や坂道等、現状の課題があるため、これらの改善に努めること」が付記されました。

　また、基本構想における基本理念では、「誰もが親しみやすく訪れやすい庁舎であるとともに、地域住

民の安全、安心を確保するため、災害時には、危機管理対応を果たす『防災拠点』としての機能、そして、

地域コミュニティの活性化につながるような一人ひとりがイメージする『奥多摩らしさ』を併せ持つ庁舎

を目指すこと」とされました。

【第４回、第５回の委員会状況及び最終答申について】

　第４回委員会は、中間答申と同日の１１月２８日に開催され、ここからは庁舎建設基本計画の策定に

向けた提言についての協議が始まり、新庁舎の基本機能を始め活発な議論が交わされました。また、最

終回となる１２月１２日の第５回委員会では、最終答申に盛り込むべき提言内容の骨子が決まりました。

　その後、１２月２２日には、「庁舎建設基本計画に関する諮問事項」についての最終答申書が松本委

員長および木村副委員長から師岡町長に提出されました。

　最終答申の内容は、基本構想の考え方をより具体化するもので、「コスト面のみならず建設候補地の

敷地特性を活かした庁舎の検討、多摩産材等の木材の積極的な活用の検討、庁舎完成後も町民等が関

わりを持てる屋外スペースの確保と有効活用の検討、新庁舎へのアクセスに関して安全確保のために必

要な道路（通路）整備の検討」などの提言が盛り込まれました。

　今後は、パブリックコメントや住民説明会など

を経て、３月末までに庁舎建設基本計画を策定し、

次年度以降は基本設計、実施設計作業を進める

予定です。

　なお、庁舎建設委員会の会議録をはじめとする

各種資料は、町ホームページで随時公表している

ほか、役場２階企画財政課、子ども家庭支援セン

ターおよび保健福祉センターの窓口でも閲覧する

ことができます。（詳細につきましては、町ホーム

ページをご覧ください。）

※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０
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建設整備に向けた取り組みを進めるために設置された町長の諮問機関で、住民委員３名を含む総勢１６
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令 和 ５ 年 度 会 計 年 度 任 用 職 員 を 募 集 し ま す

　町では、令和５年度の会計年度任用職員をつぎのとおり募集します。詳細は町ホームページ、町役場、

古里出張所に置いてある募集要項をご確認いただくか、お問い合わせください。

（１）募集内容

職　種 職　名 主な業務内容ほか 給料・報酬 募集人員

【パートタイム会計年度任用職員】

事務補助員
子ども家庭支援センター
相談員

 １８歳未満の子供と家庭に関する相談業務
 児童虐待等のケースワークなど
 児童福祉司等資格所有・経験者優遇

時給
1,508 円～

若干名

（２）勤務条件

　①任用期間　令和５年４月１日～令和６年３月３１日までの１年以内

　②勤務日時　週３以上・１日７時間４５分以内　＊時間外勤務の場合あり　＊年次休暇制度等あり

　③勤務場所　奥多摩町子ども家庭支援センター

　④通勤費用　町規定により支給　　⑤社会保険　加入要件を満たした場合に加入

（３）採用選考の申し込み

　①受験資格　令和５年４月１日から勤務可能な方。

　　　　　　　ただし、地方公務員法第１６条に規定する欠格条項に該当する方を除く

　②選考方法　書類選考・面接選考

　③応募方法　町ホームページか町役場、古里出張所に置いてある採用申込書を本人または代理人が　

　　　　　　　直接総務課（役場２階）に持参、または郵送（簡易書留）で申し込みください。

　　＊募集期限は１月３１日（火）午後５時１５分まで

（４）その他

　①申込受付後は、申込書、写真、採用試験途中に提出された申込書類など、一切の書類は返却しません。

　②提出書類に不正があった場合は、直ちに受験資格を取り消します。

　　また、採用後において発覚した場合は、免職となることがあります。

　③申込書類に記載された情報は、この採用試験のために用い、それ以外の目的には一切使用しません。

　※問い合わせは、総務課　☎８３－２３４５（〒１９８－０２１２　奥多摩町氷川２１５－６）

　〔勤務内容〕　 奥多摩病院での窓口業務ほか　〔採用予定日〕　令和５年２月（要相談）

　〔勤務条件〕

　　○任　　期／令和５年３月３１日まで (勤務成績良好時は再度任用 )

　　○勤 務 日／シフト制勤務（週３～４日）

　　○勤務時間／午前８時３０分から午後０時３０分（時間外勤務の場合あり）

　　○報酬手当／時給１，１３０円　　　○期末手当／支給要件を満たした場合に支給

　　○通勤費用／町規定により支給

　〔申込方法〕 町ホームぺージに掲載の指定の採用申込書に必要事項を記載のうえ、直接病院に持参

　　　　　　 または郵送（簡易書留）で申し込みください。

　〔申込期日〕１月３１日 (火 )必着　　　〔選考方法〕書類選考・面接

　※問い合わせは、奥多摩病院　☎８３－２１４５
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No.829 2023 年 1 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

令 和 ５ 年 度 会 計 年 度 任 用 職 員 を 募 集 し ま す

　町では、令和５年度の会計年度任用職員をつぎのとおり募集します。詳細は町ホームページ、町役場、

古里出張所に置いてある募集要項をご確認いただくか、お問い合わせください。

（１）募集内容

職　種 職　名 主な業務内容ほか 給料・報酬 募集人員

【パートタイム会計年度任用職員】

事務補助員
子ども家庭支援センター
相談員

 １８歳未満の子供と家庭に関する相談業務
 児童虐待等のケースワークなど
 児童福祉司等資格所有・経験者優遇

時給
1,508 円～

若干名

（２）勤務条件

　①任用期間　令和５年４月１日～令和６年３月３１日までの１年以内

　②勤務日時　週３以上・１日７時間４５分以内　＊時間外勤務の場合あり　＊年次休暇制度等あり

　③勤務場所　奥多摩町子ども家庭支援センター

　④通勤費用　町規定により支給　　⑤社会保険　加入要件を満たした場合に加入

（３）採用選考の申し込み

　①受験資格　令和５年４月１日から勤務可能な方。

　　　　　　　ただし、地方公務員法第１６条に規定する欠格条項に該当する方を除く

　②選考方法　書類選考・面接選考

　③応募方法　町ホームページか町役場、古里出張所に置いてある採用申込書を本人または代理人が　

　　　　　　　直接総務課（役場２階）に持参、または郵送（簡易書留）で申し込みください。

　　＊募集期限は１月３１日（火）午後５時１５分まで

（４）その他

　①申込受付後は、申込書、写真、採用試験途中に提出された申込書類など、一切の書類は返却しません。

　②提出書類に不正があった場合は、直ちに受験資格を取り消します。

　　また、採用後において発覚した場合は、免職となることがあります。

　③申込書類に記載された情報は、この採用試験のために用い、それ以外の目的には一切使用しません。

　※問い合わせは、総務課　☎８３－２３４５（〒１９８－０２１２　奥多摩町氷川２１５－６）

　〔勤務内容〕　 奥多摩病院での窓口業務ほか　〔採用予定日〕　令和５年２月（要相談）

　〔勤務条件〕

　　○任　　期／令和５年３月３１日まで (勤務成績良好時は再度任用 )

　　○勤 務 日／シフト制勤務（週３～４日）

　　○勤務時間／午前８時３０分から午後０時３０分（時間外勤務の場合あり）

　　○報酬手当／時給１，１３０円　　　○期末手当／支給要件を満たした場合に支給

　　○通勤費用／町規定により支給

　〔申込方法〕 町ホームぺージに掲載の指定の採用申込書に必要事項を記載のうえ、直接病院に持参

　　　　　　 または郵送（簡易書留）で申し込みください。

　〔申込期日〕１月３１日 (火 )必着　　　〔選考方法〕書類選考・面接

　※問い合わせは、奥多摩病院　☎８３－２１４５

病院事務補助員募集（会計年度任用職員）
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【その他・注意事項】

　・この臨時窓口では、マイナンバーカードの申請は受付できませんのでご注意ください。

　・マイナポイント第２弾は、令和５年２月末までにマイナンバーカードの交付申請をされた方が対象と

　　なります。（ポイント申し込みの対象となるカードの申請期限が延長されました）

　・マイナンバーカードの有効期間は、発行日から１０回目の誕生日（未成年者は５回目）まで、電子証

　　明書の有効期間は、年齢問わず発行日から５回目の誕生日までです。

  ・マイナンバーカード申請・受領、電子証明書の発行は事前予約制となりますので、詳しくは役場住民

　　課（☎８３－２１８２）までお問い合わせください。

　・対象となるキャッシュレス決済サービスについては、マイナンバー総合フリーダイヤル（☎０１２０－

　　９５－０１７８）などでご確認ください。

　・キャッシュレス決済サービスにより、事業者が指定する事前登録手続きが必要なものがあります。　

　 マイナンバー総合フリーダイヤルやキャッシュレス決済サービス事業者にご確認ください。（例：Ｓｕ

　　ｉｃａ、イオンカード、セゾンカードなど）

　・マイナポイント事業を騙った詐欺にご注意ください。

※マイナンバーカードやマイナポイントについて詳しくは、総務省ホームページをご覧いただくか

　マイナンバー総合フリーダイヤル（☎０１２０－９５－０１７８）へお問い合わせください。

　〔総務省ホームページ〕　https://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/index.html

※問い合わせは、総務課　☎８３－２２５９
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【民生委員・児童委員】

　　　　　 任期：令和４年１２月１日～令和７年１１月３０日

地　区 氏名（敬称略） 地　区 氏名（敬称略）
川　　　井 藤　野　由美子 南　氷　川 石　塚　初　子
大　丹　波 須　崎　麻由美 栃　久　保 岡　部　治　夫
梅沢・丹三郎 澤　本　清　美 大　　　沢 大　野　　　雄
小　丹　波 瀧　島　君　子 日　　　原 原　島　二三和
小　丹　波 増　田　登美子 海　　　沢 桶　川　和　子
棚　　　沢 福　島　明　美 境 原　島　寿々江
棚　　　沢 青　木　　　修 中　　　山 小　林　勝　江
白　　　丸 森　谷　美智秀 小　河　内 坂　村　清　美
大　氷　川 小　峰　とし子 小　河　内 古　屋　文　恵
大　氷　川 小　峰　敬　子 主任児童委員 原　島　里　香
長　　　畑 原　島　京　子 主任児童委員 河　村　貴　子
常　　　磐 塩　野　公　子

「果樹の取り残しに注意」

　収穫の出来ない果樹（柿、栗、柚子

など）は、放置しておくと獣害の原因

になりますので、取り残しの無いよう

にしましょう。また、収穫した際は倉

庫等の屋内に保管するなど、野外に放

置しないようにしましょう。
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マイナポイント申込支援臨時受付窓口開設

　マイナポイントは、マイナンバーカードの普及促進、

消費活性化を目的として、キャッシュレス決済サービス

（クレジットカード、電子マネー、ＱＲコードなど）で

利用可能なポイントが付与される国の事業です。

　町では、マイナポイントの申し込みに必要なパソコンや

スマートフォンをお持ちでない方、操作に不安がある方な

ど、ご自身でお申し込みをすることが難しい町民の方を対

象に、申し込みのお手伝いをする臨時窓口を設置します。

【会場・開催日】

会　　場 開　催　日

　役場

　（地下１階会議室）

　　
1月 10 日（火）・1月 16 日（月）・ 1 月 23 日（月） 

　　1月 28 日（土）・1月 30 日（月）・ 2 月 3 日（金）

　　2月 4 日（土）・2月 6 日 （月）・ 2 月 10 日（金）

　文化会館

　（１階会議室）

　　1月 11 日（水）・1月 18 日（水）1月 25 日（水）

　　2月 1 日（水）・2月 8 日（水）・2月 12 日（日）

　　2月 15 日（水）2月 17 日（金）・2月 19 日（日）

　　2月 22 日（水）・2月 25 日（土）・2月 27 日（月）

【受付時間】　午前９時１５分～正午・午後１時～４時

　　　　　　＊申込手続きには２０分程度かかります。

　　　　　　＊予約制ではありませんので、混雑状況でお待ちいただくことがあります。

【必要なもの】

　①マイナンバーカード（カードおよび電子証明書の有効期限が過ぎていないこと）

　②マイナンバーカード取得時に設定した４桁の暗証番号

　③マイナポイントの申し込みをするキャッシュレス決済サービスの決済サービスＩＤおよびセキュリティ

　　コード（確認できない方は、キャッシュレス決済サービスのカード、専用のアプリが入ったスマート

　　フォンをお持ちください）

　④通帳など口座の情報がわかるもの（公金受取口座の登録をされる方）

【支援の内容】

　マイナポイント支援窓口の端末またはご自身のスマートフォンなどを利用して、以下の手続きのお手伝

いをします（基本的に端末などの操作はご自身で行っていただき、必要に応じて入力操作のサポートをし

ます）。

　①マイナポイントの申し込み

　②マイナンバーカードの健康保険証としての利用申込

　③公金受取口座の登録

＊支援窓口は、町が委託した事業者（㈱エイチ・アイ・エス）が運営しています。

《次ページへ続く》
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　　　　　　＊予約制ではありませんので、混雑状況でお待ちいただくことがあります。

【必要なもの】

　①マイナンバーカード（カードおよび電子証明書の有効期限が過ぎていないこと）
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　③マイナポイントの申し込みをするキャッシュレス決済サービスの決済サービスＩＤおよびセキュリティ

　　コード（確認できない方は、キャッシュレス決済サービスのカード、専用のアプリが入ったスマート

　　フォンをお持ちください）

　④通帳など口座の情報がわかるもの（公金受取口座の登録をされる方）

【支援の内容】

　マイナポイント支援窓口の端末またはご自身のスマートフォンなどを利用して、以下の手続きのお手伝

いをします（基本的に端末などの操作はご自身で行っていただき、必要に応じて入力操作のサポートをし

ます）。

　①マイナポイントの申し込み

　②マイナンバーカードの健康保険証としての利用申込

　③公金受取口座の登録

＊支援窓口は、町が委託した事業者（㈱エイチ・アイ・エス）が運営しています。

《次ページへ続く》
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マイナポイント申込支援臨時受付窓口開設

　マイナポイントは、マイナンバーカードの普及促進、

消費活性化を目的として、キャッシュレス決済サービス

（クレジットカード、電子マネー、ＱＲコードなど）で

利用可能なポイントが付与される国の事業です。

　町では、マイナポイントの申し込みに必要なパソコンや

スマートフォンをお持ちでない方、操作に不安がある方な

ど、ご自身でお申し込みをすることが難しい町民の方を対

象に、申し込みのお手伝いをする臨時窓口を設置します。

【会場・開催日】

会　　場 開　催　日

　役場

　（地下１階会議室）

　　
1月 10 日（火）・1月 16 日（月）・ 1 月 23 日（月） 

　　1月 28 日（土）・1月 30 日（月）・ 2 月 3 日（金）

　　2月 4 日（土）・2月 6 日 （月）・ 2 月 10 日（金）

　文化会館

　（１階会議室）

　　1月 11 日（水）・1月 18 日（水）1月 25 日（水）

　　2月 1 日（水）・2月 8 日（水）・2月 12 日（日）

　　2月 15 日（水）2月 17 日（金）・2月 19 日（日）

　　2月 22 日（水）・2月 25 日（土）・2月 27 日（月）

【受付時間】　午前９時１５分～正午・午後１時～４時

　　　　　　＊申込手続きには２０分程度かかります。

　　　　　　＊予約制ではありませんので、混雑状況でお待ちいただくことがあります。

【必要なもの】

　①マイナンバーカード（カードおよび電子証明書の有効期限が過ぎていないこと）

　②マイナンバーカード取得時に設定した４桁の暗証番号

　③マイナポイントの申し込みをするキャッシュレス決済サービスの決済サービスＩＤおよびセキュリティ

　　コード（確認できない方は、キャッシュレス決済サービスのカード、専用のアプリが入ったスマート

　　フォンをお持ちください）

　④通帳など口座の情報がわかるもの（公金受取口座の登録をされる方）

【支援の内容】

　マイナポイント支援窓口の端末またはご自身のスマートフォンなどを利用して、以下の手続きのお手伝

いをします（基本的に端末などの操作はご自身で行っていただき、必要に応じて入力操作のサポートをし

ます）。

　①マイナポイントの申し込み

　②マイナンバーカードの健康保険証としての利用申込

　③公金受取口座の登録

＊支援窓口は、町が委託した事業者（㈱エイチ・アイ・エス）が運営しています。

《次ページへ続く》
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マイナポイント申込支援臨時受付窓口開設

　マイナポイントは、マイナンバーカードの普及促進、

消費活性化を目的として、キャッシュレス決済サービス

（クレジットカード、電子マネー、ＱＲコードなど）で

利用可能なポイントが付与される国の事業です。

　町では、マイナポイントの申し込みに必要なパソコンや

スマートフォンをお持ちでない方、操作に不安がある方な

ど、ご自身でお申し込みをすることが難しい町民の方を対

象に、申し込みのお手伝いをする臨時窓口を設置します。

【会場・開催日】

会　　場 開　催　日

　役場

　（地下１階会議室）

　　
1月 10 日（火）・1月 16 日（月）・ 1 月 23 日（月） 

　　1月 28 日（土）・1月 30 日（月）・ 2 月 3 日（金）

　　2月 4 日（土）・2月 6 日 （月）・ 2 月 10 日（金）

　文化会館

　（１階会議室）

　　1月 11 日（水）・1月 18 日（水）1月 25 日（水）

　　2月 1 日（水）・2月 8 日（水）・2月 12 日（日）

　　2月 15 日（水）2月 17 日（金）・2月 19 日（日）

　　2月 22 日（水）・2月 25 日（土）・2月 27 日（月）

【受付時間】　午前９時１５分～正午・午後１時～４時

　　　　　　＊申込手続きには２０分程度かかります。

　　　　　　＊予約制ではありませんので、混雑状況でお待ちいただくことがあります。

【必要なもの】

　①マイナンバーカード（カードおよび電子証明書の有効期限が過ぎていないこと）

　②マイナンバーカード取得時に設定した４桁の暗証番号

　③マイナポイントの申し込みをするキャッシュレス決済サービスの決済サービスＩＤおよびセキュリティ

　　コード（確認できない方は、キャッシュレス決済サービスのカード、専用のアプリが入ったスマート

　　フォンをお持ちください）

　④通帳など口座の情報がわかるもの（公金受取口座の登録をされる方）

【支援の内容】

　マイナポイント支援窓口の端末またはご自身のスマートフォンなどを利用して、以下の手続きのお手伝

いをします（基本的に端末などの操作はご自身で行っていただき、必要に応じて入力操作のサポートをし

ます）。

　①マイナポイントの申し込み

　②マイナンバーカードの健康保険証としての利用申込

　③公金受取口座の登録

＊支援窓口は、町が委託した事業者（㈱エイチ・アイ・エス）が運営しています。

《次ページへ続く》

6

１

　３

　５

　
　８

　10

　
　13

　15

　
　18

　20

　
　23

　25

　
　28

　30

　
　33

　35

　
　38

　40

　
　43

　45

　
　48

　50

　
　53

　55

　
　58

　60

　62

No.829 令和 5年 1月 5日広 報 お く た ま

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込

支
援
臨
時
受
付
窓
口

マイナポイント申込支援臨時受付窓口開設

　マイナポイントは、マイナンバーカードの普及促進、

消費活性化を目的として、キャッシュレス決済サービス

（クレジットカード、電子マネー、ＱＲコードなど）で

利用可能なポイントが付与される国の事業です。

　町では、マイナポイントの申し込みに必要なパソコンや

スマートフォンをお持ちでない方、操作に不安がある方な

ど、ご自身でお申し込みをすることが難しい町民の方を対

象に、申し込みのお手伝いをする臨時窓口を設置します。

【会場・開催日】

会　　場 開　催　日

　役場

　（地下１階会議室）

　　
1月 10 日（火）・1月 16 日（月）・ 1 月 23 日（月） 

　　1月 28 日（土）・1月 30 日（月）・ 2 月 3 日（金）

　　2月 4 日（土）・2月 6 日 （月）・ 2 月 10 日（金）

　文化会館

　（１階会議室）

　　1月 11 日（水）・1月 18 日（水）1月 25 日（水）

　　2月 1 日（水）・2月 8 日（水）・2月 12 日（日）

　　2月 15 日（水）2月 17 日（金）・2月 19 日（日）

　　2月 22 日（水）・2月 25 日（土）・2月 27 日（月）

【受付時間】　午前９時１５分～正午・午後１時～４時

　　　　　　＊申込手続きには２０分程度かかります。

　　　　　　＊予約制ではありませんので、混雑状況でお待ちいただくことがあります。

【必要なもの】

　①マイナンバーカード（カードおよび電子証明書の有効期限が過ぎていないこと）

　②マイナンバーカード取得時に設定した４桁の暗証番号

　③マイナポイントの申し込みをするキャッシュレス決済サービスの決済サービスＩＤおよびセキュリティ

　　コード（確認できない方は、キャッシュレス決済サービスのカード、専用のアプリが入ったスマート

　　フォンをお持ちください）

　④通帳など口座の情報がわかるもの（公金受取口座の登録をされる方）

【支援の内容】

　マイナポイント支援窓口の端末またはご自身のスマートフォンなどを利用して、以下の手続きのお手伝

いをします（基本的に端末などの操作はご自身で行っていただき、必要に応じて入力操作のサポートをし

ます）。

　①マイナポイントの申し込み

　②マイナンバーカードの健康保険証としての利用申込

　③公金受取口座の登録

＊支援窓口は、町が委託した事業者（㈱エイチ・アイ・エス）が運営しています。

《次ページへ続く》
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マイナポイント申込支援臨時受付窓口開設

　マイナポイントは、マイナンバーカードの普及促進、

消費活性化を目的として、キャッシュレス決済サービス

（クレジットカード、電子マネー、ＱＲコードなど）で

利用可能なポイントが付与される国の事業です。

　町では、マイナポイントの申し込みに必要なパソコンや

スマートフォンをお持ちでない方、操作に不安がある方な

ど、ご自身でお申し込みをすることが難しい町民の方を対

象に、申し込みのお手伝いをする臨時窓口を設置します。

【会場・開催日】

会　　場 開　催　日

　役場

　（地下１階会議室）

　　
1月 10 日（火）・1月 16 日（月）・ 1 月 23 日（月） 

　　1月 28 日（土）・1月 30 日（月）・ 2 月 3 日（金）

　　2月 4 日（土）・2月 6 日 （月）・ 2 月 10 日（金）

　文化会館

　（１階会議室）

　　1月 11 日（水）・1月 18 日（水）1月 25 日（水）

　　2月 1 日（水）・2月 8 日（水）・2月 12 日（日）

　　2月 15 日（水）2月 17 日（金）・2月 19 日（日）

　　2月 22 日（水）・2月 25 日（土）・2月 27 日（月）

【受付時間】　午前９時１５分～正午・午後１時～４時

　　　　　　＊申込手続きには２０分程度かかります。

　　　　　　＊予約制ではありませんので、混雑状況でお待ちいただくことがあります。

【必要なもの】

　①マイナンバーカード（カードおよび電子証明書の有効期限が過ぎていないこと）

　②マイナンバーカード取得時に設定した４桁の暗証番号

　③マイナポイントの申し込みをするキャッシュレス決済サービスの決済サービスＩＤおよびセキュリティ

　　コード（確認できない方は、キャッシュレス決済サービスのカード、専用のアプリが入ったスマート

　　フォンをお持ちください）

　④通帳など口座の情報がわかるもの（公金受取口座の登録をされる方）

【支援の内容】

　マイナポイント支援窓口の端末またはご自身のスマートフォンなどを利用して、以下の手続きのお手伝

いをします（基本的に端末などの操作はご自身で行っていただき、必要に応じて入力操作のサポートをし

ます）。

　①マイナポイントの申し込み

　②マイナンバーカードの健康保険証としての利用申込

　③公金受取口座の登録

＊支援窓口は、町が委託した事業者（㈱エイチ・アイ・エス）が運営しています。

《次ページへ続く》
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マイナポイント申込支援臨時受付窓口開設

　マイナポイントは、マイナンバーカードの普及促進、

消費活性化を目的として、キャッシュレス決済サービス

（クレジットカード、電子マネー、ＱＲコードなど）で

利用可能なポイントが付与される国の事業です。

　町では、マイナポイントの申し込みに必要なパソコンや

スマートフォンをお持ちでない方、操作に不安がある方な

ど、ご自身でお申し込みをすることが難しい町民の方を対

象に、申し込みのお手伝いをする臨時窓口を設置します。

【会場・開催日】

会　　場 開　催　日

　役場

　（地下１階会議室）

　　
1月 10 日（火）・1月 16 日（月）・ 1 月 23 日（月） 

　　1月 28 日（土）・1月 30 日（月）・ 2 月 3 日（金）

　　2月 4 日（土）・2月 6 日 （月）・ 2 月 10 日（金）

　文化会館

　（１階会議室）

　　1月 11 日（水）・1月 18 日（水）1月 25 日（水）

　　2月 1 日（水）・2月 8 日（水）・2月 12 日（日）

　　2月 15 日（水）2月 17 日（金）・2月 19 日（日）

　　2月 22 日（水）・2月 25 日（土）・2月 27 日（月）

【受付時間】　午前９時１５分～正午・午後１時～４時

　　　　　　＊申込手続きには２０分程度かかります。

　　　　　　＊予約制ではありませんので、混雑状況でお待ちいただくことがあります。

【必要なもの】

　①マイナンバーカード（カードおよび電子証明書の有効期限が過ぎていないこと）

　②マイナンバーカード取得時に設定した４桁の暗証番号

　③マイナポイントの申し込みをするキャッシュレス決済サービスの決済サービスＩＤおよびセキュリティ

　　コード（確認できない方は、キャッシュレス決済サービスのカード、専用のアプリが入ったスマート

　　フォンをお持ちください）

　④通帳など口座の情報がわかるもの（公金受取口座の登録をされる方）

【支援の内容】

　マイナポイント支援窓口の端末またはご自身のスマートフォンなどを利用して、以下の手続きのお手伝

いをします（基本的に端末などの操作はご自身で行っていただき、必要に応じて入力操作のサポートをし

ます）。

　①マイナポイントの申し込み

　②マイナンバーカードの健康保険証としての利用申込

　③公金受取口座の登録

＊支援窓口は、町が委託した事業者（㈱エイチ・アイ・エス）が運営しています。

《次ページへ続く》
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【その他・注意事項】

　・この臨時窓口では、マイナンバーカードの申請は受付できませんのでご注意ください。

　・マイナポイント第２弾は、令和５年２月末までにマイナンバーカードの交付申請をされた方が対象と

　　なります。（ポイント申し込みの対象となるカードの申請期限が延長されました）

　・マイナンバーカードの有効期間は、発行日から１０回目の誕生日（未成年者は５回目）まで、電子証

　　明書の有効期間は、年齢問わず発行日から５回目の誕生日までです。

  ・マイナンバーカード申請・受領、電子証明書の発行は事前予約制となりますので、詳しくは役場住民

　　課（☎８３－２１８２）までお問い合わせください。

　・対象となるキャッシュレス決済サービスについては、マイナンバー総合フリーダイヤル（☎０１２０－

　　９５－０１７８）などでご確認ください。

　・キャッシュレス決済サービスにより、事業者が指定する事前登録手続きが必要なものがあります。　

　 マイナンバー総合フリーダイヤルやキャッシュレス決済サービス事業者にご確認ください。（例：Ｓｕ

　　ｉｃａ、イオンカード、セゾンカードなど）

　・マイナポイント事業を騙った詐欺にご注意ください。

※マイナンバーカードやマイナポイントについて詳しくは、総務省ホームページをご覧いただくか

　マイナンバー総合フリーダイヤル（☎０１２０－９５－０１７８）へお問い合わせください。

　〔総務省ホームページ〕　https://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/index.html

※問い合わせは、総務課　☎８３－２２５９
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、

児
童
・
障
害
者
・
高
齢
者
な

ど
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
で
す
。

　
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を

専
門
的
に
担
当
し
ま
す
。

　
12
月
１
日
付
で
、
23
名
（
新

任
７
名
、
再
任
16
名
）
の
方

が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

 

　
ま
た
、
つ
ぎ
の
７
名
の
方

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
退
任
者
】
（
敬
称
略
）

加
藤

　
美
枝
子 

（
大
丹
波
）

若
松

　
千
惠
子
（
棚

　
沢
）

小
峰

　
眞
知
子 
（
大
氷
川
）

青
栁
　
と
も
子
（
南
氷
川
）

増
田
　
勝 

彦
　
（
栃
久
保
）

原
島
　
美
代
子
（
　
境
　
）

小
峰
　
　
治   

（
小
河
内
）

　
７
名
の
方
は
地
域
の
身
近

な
相
談
役
と
し
て
長
い
間
、

町
の
発
展
に
尽
く
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【民生委員・児童委員】

　　　　　 任期：令和４年１２月１日～令和７年１１月３０日

地　区 氏名（敬称略） 地　区 氏名（敬称略）
川　　　井 藤　野　由美子 南　氷　川 石　塚　初　子
大　丹　波 須　崎　麻由美 栃　久　保 岡　部　治　夫
梅沢・丹三郎 澤　本　清　美 大　　　沢 大　野　　　雄
小　丹　波 瀧　島　君　子 日　　　原 原　島　二三和
小　丹　波 増　田　登美子 海　　　沢 桶　川　和　子
棚　　　沢 福　島　明　美 境 原　島　寿々江
棚　　　沢 青　木　　　修 中　　　山 小　林　勝　江
白　　　丸 森　谷　美智秀 小　河　内 坂　村　清　美
大　氷　川 小　峰　とし子 小　河　内 古　屋　文　恵
大　氷　川 小　峰　敬　子 主任児童委員 原　島　里　香
長　　　畑 原　島　京　子 主任児童委員 河　村　貴　子
常　　　磐 塩　野　公　子

「果樹の取り残しに注意」

　収穫の出来ない果樹（柿、栗、柚子

など）は、放置しておくと獣害の原因

になりますので、取り残しの無いよう

にしましょう。また、収穫した際は倉

庫等の屋内に保管するなど、野外に放

置しないようにしましょう。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
委
嘱
ほ
か

【その他・注意事項】

　・この臨時窓口では、マイナンバーカードの申請は受付できませんのでご注意ください。

　・マイナポイント第２弾は、令和５年２月末までにマイナンバーカードの交付申請をされた方が対象と

　　なります。（ポイント申し込みの対象となるカードの申請期限が延長されました）

　・マイナンバーカードの有効期間は、発行日から１０回目の誕生日（未成年者は５回目）まで、電子証

　　明書の有効期間は、年齢問わず発行日から５回目の誕生日までです。

  ・マイナンバーカード申請・受領、電子証明書の発行は事前予約制となりますので、詳しくは役場住民

　　課（☎８３－２１８２）までお問い合わせください。

　・対象となるキャッシュレス決済サービスについては、マイナンバー総合フリーダイヤル（☎０１２０－

　　９５－０１７８）などでご確認ください。

　・キャッシュレス決済サービスにより、事業者が指定する事前登録手続きが必要なものがあります。　

　 マイナンバー総合フリーダイヤルやキャッシュレス決済サービス事業者にご確認ください。（例：Ｓｕ

　　ｉｃａ、イオンカード、セゾンカードなど）

　・マイナポイント事業を騙った詐欺にご注意ください。

※マイナンバーカードやマイナポイントについて詳しくは、総務省ホームページをご覧いただくか

　マイナンバー総合フリーダイヤル（☎０１２０－９５－０１７８）へお問い合わせください。

　〔総務省ホームページ〕　https://www.soumu.go.jp/kojinbango_card/index.html

※問い合わせは、総務課　☎８３－２２５９
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み
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さ
ん
の
身
近
な
相
談
役
～

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
や
、

児
童
・
障
害
者
・
高
齢
者
な

ど
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
で
す
。

　
ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を

専
門
的
に
担
当
し
ま
す
。

　
12
月
１
日
付
で
、
23
名
（
新

任
７
名
、
再
任
16
名
）
の
方

が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

 

　
ま
た
、
つ
ぎ
の
７
名
の
方

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
退
任
者
】
（
敬
称
略
）

加
藤

　
美
枝
子 

（
大
丹
波
）

若
松

　
千
惠
子
（
棚

　
沢
）

小
峰
　
眞
知
子 
（
大
氷
川
）

青
栁
　
と
も
子
（
南
氷
川
）

増
田
　
勝 

彦
　
（
栃
久
保
）

原
島
　
美
代
子
（
　
境
　
）

小
峰
　
　
治   

（
小
河
内
）

　
７
名
の
方
は
地
域
の
身
近

な
相
談
役
と
し
て
長
い
間
、

町
の
発
展
に
尽
く
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【民生委員・児童委員】

　　　　　 任期：令和４年１２月１日～令和７年１１月３０日

地　区 氏名（敬称略） 地　区 氏名（敬称略）
川　　　井 藤　野　由美子 南　氷　川 石　塚　初　子
大　丹　波 須　崎　麻由美 栃　久　保 岡　部　治　夫
梅沢・丹三郎 澤　本　清　美 大　　　沢 大　野　　　雄
小　丹　波 瀧　島　君　子 日　　　原 原　島　二三和
小　丹　波 増　田　登美子 海　　　沢 桶　川　和　子
棚　　　沢 福　島　明　美 境 原　島　寿々江
棚　　　沢 青　木　　　修 中　　　山 小　林　勝　江
白　　　丸 森　谷　美智秀 小　河　内 坂　村　清　美
大　氷　川 小　峰　とし子 小　河　内 古　屋　文　恵
大　氷　川 小　峰　敬　子 主任児童委員 原　島　里　香
長　　　畑 原　島　京　子 主任児童委員 河　村　貴　子
常　　　磐 塩　野　公　子

「果樹の取り残しに注意」

　収穫の出来ない果樹（柿、栗、柚子

など）は、放置しておくと獣害の原因

になりますので、取り残しの無いよう

にしましょう。また、収穫した際は倉

庫等の屋内に保管するなど、野外に放

置しないようにしましょう。
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住
民
課
・
税
務
署
か
あ

の
お
知
ら
せ

＊
相
談
・
受
付
が
で
き
な
い
場

合○
土
地
や
建
物
、
株
式
な
ど
の

譲
渡
所
得
や
山
林
所
得
が
あ
る

方○
事
業
所
得
（
営
業
等
・
農
業
）

ま
た
は
不
動
産
所
得
が
あ
る
方

で
、
青
色
申
告
決
算
書
ま
た
は

収
支
内
訳
書
の
記
入
が
済
ん
で

い
な
い
方

〇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め

の
医
療
費
明
細
書
の
記
入
が
済

ん
で
い
な
い
方

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

初
め
て
申
告
す
る
方

○
過
年
分
の
確
定
申
告

■
申
告
の
際
に

　
　
　持
参
す
る
も
の

○
申
告
書（
住
民
税
申
告
の
方
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
＋
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

＊
代
理
の
方
が
申
告
す
る
場
合

は
、
委
任
状
お
よ
び
委
任
さ
れ

た
方
の
本
人
確
認
書
類

○
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
や

支
払
者
の
証
明
書
、
公
的
年
金

等
源
泉
徴
収
票
な
ど
、
収
入
の

明
ら
か
に
な
る
資
料

○
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明

書・
国
民
年
金
等
控
除
証
明
書

・
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料

の
控
除
証
明
書

・
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

障
害
者
手
帳
や
愛
の
手
帳
な
ど

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
医
療
費
の
明
細
書
」（
医
療
を

受
け
た
人
ご
と
に
病
院
、
薬
局

の
領
収
書
を
集
計
し
た
も
の
）

・
寄
付
金
控
除
の
証
明
書
な
ど

〇
そ
の
他

・
前
年
に
所
得
税
確
定
申
告
書

な
ど
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
控

・
利
用
者
識
別
番
号
を
取
得
済

み
の
方
は
、
そ
の
通
知

　【
青
梅
税
務
署

　
　か

ら
お
知
ら
せ
】

◆
令
和
４
年
分
の
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
・
納
税
は
、
２
月
16

日
（
木
）
か
ら
３
月
15
日
（
水
）

ま
で
で
す
。

　
還
付
申
告
は
、
２
月
15
日

（
水
）
以
前
で
も
提
出
で
き
ま

す
。

　
令
和
４
年
分
の
贈
与
税
の
申

告
書
の
提
出
・
納
税
は
、
２
月

１
日
（
水
）
か
ら
３
月
15
日
（
水
）

ま
で
で
す
。

　
令
和
４
年
分
の
個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
書
の
提
出
・
納
税

は
、
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
３

月
31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

◆
さ
あ
、
自
宅
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
！

申
告
は
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
か
ら

　「
自
宅
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
税
務
署
へ
の
書
類
が
持
参
不

要②
印
刷
・
郵
送
代
が
不
要

③
添
付
書
類
が
不
要
（
一
部
の

書
類
は
除
き
ま
す
）

④
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

（
確
定
申
告
期
間
の
み
）

⑤
還
付
申
告
の
場
合
は
３
週
間

程
度
で
還
付

（
書
面
提
出
は

１
か
月
半
程
度

で
還
付
）

　

◆
国
税
の
納
付
は
ス
マ
ホ
で

ス
マ
ー
ト
に

　
国
税
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納

付
が
利
用
で
き
ま
す
。

①
６
つ
の
Ｐ
ａ
ｙ
払
い

　
「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」
、
「
ｄ
払

い
」
、
「
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
、
「
Ｌ

ｉ
ｎ
ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
」
、
「
ｍ
Ｐ
ａ

ｙ
」
、
「
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ

ｙ
」
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

②
ご
利
用
に
つ
い
て

　
「
国
税
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
済
専
用
サ
イ
ト
」
に
ア
ク

セ
ス
し
、
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
を
選

択
し
、
画
面
の

表
示
に
従
え
ば

簡
単
に
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

◆
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設

　
所
得
税
な
ど
の
申
告
書
作

成
会
場
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
。

〔
開
設
期
間
〕
２
月
１
日(

水)

～
３
月
15
日(

水)

（
土
曜
日
、

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

＊
２
月
19
日(

日
）
・
２
月
26

日(

日
）
は
、
立
川
税
務
署

に
お
い
て
相
談
・
受
付
を
行

い
ま
す
。

〔
会
場
〕
青
梅
税
務
署

〔
受
付
時
間
〕
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時

〔
入
場
整
理
券
の
配
付
〕
混
雑

回
避
の
た
め
に
「
入
場
整
理

券
」
を
配
付
し
ま
す
。
入
場

整
理
券
は
、
当
日
、
会
場
で

配
付
す
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
よ
る
事
前
発
行
で
入
手
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

＊
入
場
整
理
券
の
配
付
状
況

に
応
じ
て
、
受
付
を
早
く
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
入
場
整

理
券
事
前
発
行
〕
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
国
税
庁
の

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち

追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
つ
ぎ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

追
加
す
る
こ
と
で
、
入
場
整

理
券
の
事
前
発
行
を
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》
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No.829 令和 5年 1月 5日広 報 お く た ま

住
民
課
・
税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

償
却
資
産
申
告
書
・
給
与
支
払
報
告
書

　

 

ー
提
出
は
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
ー

【
償
却
資
産
申
告
書
】

　
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
事

業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
今
年
の
１
月
１
日

現
在
の
資
産
状
況
を
１
月
31
日

（
火
）
ま
で
に
住
民
課
へ
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ

び
家
屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、

そ
の
減
価
償
却
額
（
費
）
が
、

所
得
の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は

必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

で
す
。

①
提
出
書
類

・
申
告
書

・
種
類
別
資
産
明
細
書

②
課
税
標
準
額

　
今
年
の
１
月
１
日
現
在
の
償

却
資
産
の
価
格
で
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
価
格
で
す
。

③
免
税
点

　
課
税
標
準
額
の
合
計
が

１
５
０
万
円
未
満
の
場
合
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

④
税
額

　
課
税
標
準
額
に
１
０
０
分
の

１
・
４
（
税
率
）
を
乗
じ
て
算

出
さ
れ
ま
す
。

【
給
与
支
払
報
告
書
】

　
各
事
業
主
の
方
は
、
令
和
４

年
中
に
支
払
っ
た
給
料
・
賞

与
・
手
当
な
ど
を
取
り
ま
と
め

た
給
与
支
払
報
告
書
を
１
月
31

日
（
火
）
ま
で
に
住
民
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課

　
　
　
　
　☎
83
‐
２
１
９
０

令
和
５
年
度
住
民
税
（
町
・
都
民
税
）
の
申
告

　お
よ
び
令
和
４
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

■
町
職
員
に
よ
る

　申
告
の
相
談
・
受
付

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
申
告
会

場
内
が
密
に
な
る
こ
と
を
避

け
、
待
ち
時
間
を
少
な
く
す

る
た
め
、
申
告
の
相
談
受
付

は
、
昨
年
と
同
様
に
電
話
に

よ
る
予
約
制
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
２
月
１
日
（
水
）
午
前
９

時
か
ら
電
話
予
約
を
開
始
し

ま
す
。

  

希
望
す
る
日
と
時
間
帯
を

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
１
人
あ
た
り
30
分
、
２
人

分
相
談
す
る
場
合
は
、
１
時

間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
日
30
人
分
ま
で
受
付
け

ま
す
。

　
予
約
状
況
に
よ
り
希
望
す

る
日
時
が
予
約
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
感
染
症

対
策
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
予
約
先
〕

　
住
民
課
　
☎
83
‐
２
１
９
０

〔
申
告
期
間
〕
２
月
16
日
（
木
）

～
３
月
15
日
（
水
）（
土
曜
日
、

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

＊
２
月
19
日
（
日
）・
26
日
（
日
）

は
、
休
日
の
申
告
受
付
を
行
い

ま
す
。

〔
相
談
受
付
〕

・
午
前
９
時
～
11
時
30
分

・
午
後
１
時
～
３
時
30
分

〔
会
場
〕
役
場
会
議
室

＊
申
告
に
お
越
し
に
な
る
際

は
、
マ
ス
ク
の
着
用
お
よ
び
申

告
会
場
入
口
で
の
検
温
、
手
の

消
毒
の
実
施
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
少
し
で
も
体
調
が
悪
い
場

合
は
、
後
日
改
め
て
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
告
書
な
ど
の
提
出

の
み
の
場
合
は
、
郵
送
ま
た
は

住
民
課
窓
口
、
古
里
出
張
所
へ

直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

＊
た
だ
し
、
つ
ぎ
の
場
合
は
、

相
談
・
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》

青
梅
税
務
署

    

職
員
に
よ
る

出
張
申
告
相
談

　
出
張
申
告
相
談
を
つ
ぎ
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
（
土
地
、
建

物
お
よ
び
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

得
の
相
談
を
除
き
ま
す
）
。

〔
日
程
〕
２
月
14
日(

火
）

〔
相
談
受
付
〕

  

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

  

午
後
０
時
30
分
～
２
時
30
分

〔
会
場
〕
役
場
会
議
室

〔
申
込
に
つ
い
て
〕
電
話
に
よ

る
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

  

申
込
み
は
、
２
月
１
日(

水)

午
前
９
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

＊
申
告
に
お
越
し
に
な
る
際

は
、
マ
ス
ク
の
着
用
お
よ
び
申

告
会
場
入
口
で
の
検
温
、
手
の

消
毒
の
実
施
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

  

ま
た
、
申
告
書
な
ど
の
提
出

の
み
の
場
合
は
、
郵
送
ま
た
は

住
民
課
窓
口
、
古
里
出
張
所
へ

直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
、
住
民
課
　
　

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
１
９
０

《広告（有料）募集》

　広報おくたまへの広告を

募集しています。

　※問い合わせは、総務課

　　　　☎８３‐２３４５
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住
民
課
・
税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

償
却
資
産
申
告
書
・
給
与
支
払
報
告
書

　

 

ー
提
出
は
１
月
31
日
（
火
）
ま
で
ー

【
償
却
資
産
申
告
書
】

　
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
事

業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
方
は
、
今
年
の
１
月
１
日

現
在
の
資
産
状
況
を
１
月
31
日

（
火
）
ま
で
に
住
民
課
へ
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
償
却
資
産
と
は
、
土
地
お
よ

び
家
屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、

そ
の
減
価
償
却
額
（
費
）
が
、

所
得
の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は

必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

で
す
。

①
提
出
書
類

・
申
告
書

・
種
類
別
資
産
明
細
書

②
課
税
標
準
額

　
今
年
の
１
月
１
日
現
在
の
償

却
資
産
の
価
格
で
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
価
格
で
す
。

③
免
税
点

　
課
税
標
準
額
の
合
計
が

１
５
０
万
円
未
満
の
場
合
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

④
税
額

　
課
税
標
準
額
に
１
０
０
分
の

１
・
４
（
税
率
）
を
乗
じ
て
算

出
さ
れ
ま
す
。

【
給
与
支
払
報
告
書
】

　
各
事
業
主
の
方
は
、
令
和
４

年
中
に
支
払
っ
た
給
料
・
賞

与
・
手
当
な
ど
を
取
り
ま
と
め

た
給
与
支
払
報
告
書
を
１
月
31

日
（
火
）
ま
で
に
住
民
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課

　
　
　
　
　☎
83
‐
２
１
９
０

令
和
５
年
度
住
民
税
（
町
・
都
民
税
）
の
申
告

　お
よ
び
令
和
４
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

■
町
職
員
に
よ
る

　申
告
の
相
談
・
受
付

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
申
告
会

場
内
が
密
に
な
る
こ
と
を
避

け
、
待
ち
時
間
を
少
な
く
す

る
た
め
、
申
告
の
相
談
受
付

は
、
昨
年
と
同
様
に
電
話
に

よ
る
予
約
制
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
２
月
１
日
（
水
）
午
前
９

時
か
ら
電
話
予
約
を
開
始
し

ま
す
。

  

希
望
す
る
日
と
時
間
帯
を

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
１
人
あ
た
り
30
分
、
２
人

分
相
談
す
る
場
合
は
、
１
時

間
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
日
30
人
分
ま
で
受
付
け

ま
す
。

　
予
約
状
況
に
よ
り
希
望
す

る
日
時
が
予
約
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
感
染
症

対
策
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
予
約
先
〕

　
住
民
課
　
☎
83
‐
２
１
９
０

〔
申
告
期
間
〕
２
月
16
日
（
木
）

～
３
月
15
日
（
水
）（
土
曜
日
、

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

＊
２
月
19
日
（
日
）・
26
日
（
日
）

は
、
休
日
の
申
告
受
付
を
行
い

ま
す
。

〔
相
談
受
付
〕

・
午
前
９
時
～
11
時
30
分

・
午
後
１
時
～
３
時
30
分

〔
会
場
〕
役
場
会
議
室

＊
申
告
に
お
越
し
に
な
る
際

は
、
マ
ス
ク
の
着
用
お
よ
び
申

告
会
場
入
口
で
の
検
温
、
手
の

消
毒
の
実
施
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
少
し
で
も
体
調
が
悪
い
場

合
は
、
後
日
改
め
て
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
告
書
な
ど
の
提
出

の
み
の
場
合
は
、
郵
送
ま
た
は

住
民
課
窓
口
、
古
里
出
張
所
へ

直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

＊
た
だ
し
、
つ
ぎ
の
場
合
は
、

相
談
・
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》

青
梅
税
務
署

    

職
員
に
よ
る

出
張
申
告
相
談

　
出
張
申
告
相
談
を
つ
ぎ
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
（
土
地
、
建

物
お
よ
び
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

得
の
相
談
を
除
き
ま
す
）
。

〔
日
程
〕
２
月
14
日(

火
）

〔
相
談
受
付
〕

  

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

  

午
後
０
時
30
分
～
２
時
30
分

〔
会
場
〕
役
場
会
議
室

〔
申
込
に
つ
い
て
〕
電
話
に
よ

る
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

  

申
込
み
は
、
２
月
１
日(

水)

午
前
９
時
か
ら
開
始
し
ま
す
。

＊
申
告
に
お
越
し
に
な
る
際

は
、
マ
ス
ク
の
着
用
お
よ
び
申

告
会
場
入
口
で
の
検
温
、
手
の

消
毒
の
実
施
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

  

ま
た
、
申
告
書
な
ど
の
提
出

の
み
の
場
合
は
、
郵
送
ま
た
は

住
民
課
窓
口
、
古
里
出
張
所
へ

直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
、
住
民
課
　
　

　
　
　
　
　
☎
83
‐
２
１
９
０

《広告（有料）募集》

　広報おくたまへの広告を

募集しています。

　※問い合わせは、総務課

　　　　☎８３‐２３４５
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住
民
課
・
税
務
署
か
あ

の
お
知
ら
せ

＊
相
談
・
受
付
が
で
き
な
い
場

合○
土
地
や
建
物
、
株
式
な
ど
の

譲
渡
所
得
や
山
林
所
得
が
あ
る

方○
事
業
所
得
（
営
業
等
・
農
業
）

ま
た
は
不
動
産
所
得
が
あ
る
方

で
、
青
色
申
告
決
算
書
ま
た
は

収
支
内
訳
書
の
記
入
が
済
ん
で

い
な
い
方

〇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め

の
医
療
費
明
細
書
の
記
入
が
済

ん
で
い
な
い
方

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

初
め
て
申
告
す
る
方

○
過
年
分
の
確
定
申
告

■
申
告
の
際
に

　
　
　持
参
す
る
も
の

○
申
告
書（
住
民
税
申
告
の
方
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
＋
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

＊
代
理
の
方
が
申
告
す
る
場
合

は
、
委
任
状
お
よ
び
委
任
さ
れ

た
方
の
本
人
確
認
書
類

○
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
や

支
払
者
の
証
明
書
、
公
的
年
金

等
源
泉
徴
収
票
な
ど
、
収
入
の

明
ら
か
に
な
る
資
料

○
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明

書・
国
民
年
金
等
控
除
証
明
書

・
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料

の
控
除
証
明
書

・
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

障
害
者
手
帳
や
愛
の
手
帳
な
ど

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
医
療
費
の
明
細
書
」（
医
療
を

受
け
た
人
ご
と
に
病
院
、
薬
局

の
領
収
書
を
集
計
し
た
も
の
）

・
寄
付
金
控
除
の
証
明
書
な
ど

〇
そ
の
他

・
前
年
に
所
得
税
確
定
申
告
書

な
ど
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
控

・
利
用
者
識
別
番
号
を
取
得
済

み
の
方
は
、
そ
の
通
知

　【
青
梅
税
務
署

　
　か

ら
お
知
ら
せ
】

◆
令
和
４
年
分
の
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
・
納
税
は
、
２
月
16

日
（
木
）
か
ら
３
月
15
日
（
水
）

ま
で
で
す
。

　
還
付
申
告
は
、
２
月
15
日

（
水
）
以
前
で
も
提
出
で
き
ま

す
。

　
令
和
４
年
分
の
贈
与
税
の
申

告
書
の
提
出
・
納
税
は
、
２
月

１
日
（
水
）
か
ら
３
月
15
日
（
水
）

ま
で
で
す
。

　
令
和
４
年
分
の
個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
書
の
提
出
・
納
税

は
、
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
３

月
31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

◆
さ
あ
、
自
宅
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
！

申
告
は
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
か
ら

　「
自
宅
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
税
務
署
へ
の
書
類
が
持
参
不

要②
印
刷
・
郵
送
代
が
不
要

③
添
付
書
類
が
不
要
（
一
部
の

書
類
は
除
き
ま
す
）

④
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

（
確
定
申
告
期
間
の
み
）

⑤
還
付
申
告
の
場
合
は
３
週
間

程
度
で
還
付

（
書
面
提
出
は

１
か
月
半
程
度

で
還
付
）

　

◆
国
税
の
納
付
は
ス
マ
ホ
で

ス
マ
ー
ト
に

　
国
税
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納

付
が
利
用
で
き
ま
す
。

①
６
つ
の
Ｐ
ａ
ｙ
払
い

　
「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」
、
「
ｄ
払

い
」
、
「
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
、
「
Ｌ

ｉ
ｎ
ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
」
、
「
ｍ
Ｐ
ａ

ｙ
」
、
「
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ

ｙ
」
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

②
ご
利
用
に
つ
い
て

　
「
国
税
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
済
専
用
サ
イ
ト
」
に
ア
ク

セ
ス
し
、
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
を
選

択
し
、
画
面
の

表
示
に
従
え
ば

簡
単
に
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

◆
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設

　
所
得
税
な
ど
の
申
告
書
作

成
会
場
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
。

〔
開
設
期
間
〕
２
月
１
日(

水)

～
３
月
15
日(

水)

（
土
曜
日
、

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

＊
２
月
19
日(

日
）
・
２
月
26

日(

日
）
は
、
立
川
税
務
署

に
お
い
て
相
談
・
受
付
を
行

い
ま
す
。

〔
会
場
〕
青
梅
税
務
署

〔
受
付
時
間
〕
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時

〔
入
場
整
理
券
の
配
付
〕
混
雑

回
避
の
た
め
に
「
入
場
整
理

券
」
を
配
付
し
ま
す
。
入
場

整
理
券
は
、
当
日
、
会
場
で

配
付
す
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
よ
る
事
前
発
行
で
入
手
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

＊
入
場
整
理
券
の
配
付
状
況

に
応
じ
て
、
受
付
を
早
く
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
入
場
整

理
券
事
前
発
行
〕
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
国
税
庁
の

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち

追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
つ
ぎ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

追
加
す
る
こ
と
で
、
入
場
整

理
券
の
事
前
発
行
を
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

《
次
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ー
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へ
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》
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住
民
課
・
税
務
署
か
あ

の
お
知
ら
せ

＊
相
談
・
受
付
が
で
き
な
い
場

合○
土
地
や
建
物
、
株
式
な
ど
の

譲
渡
所
得
や
山
林
所
得
が
あ
る

方○
事
業
所
得
（
営
業
等
・
農
業
）

ま
た
は
不
動
産
所
得
が
あ
る
方

で
、
青
色
申
告
決
算
書
ま
た
は

収
支
内
訳
書
の
記
入
が
済
ん
で

い
な
い
方

〇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め

の
医
療
費
明
細
書
の
記
入
が
済

ん
で
い
な
い
方

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

初
め
て
申
告
す
る
方

○
過
年
分
の
確
定
申
告

■
申
告
の
際
に

　
　
　持
参
す
る
も
の

○
申
告
書（
住
民
税
申
告
の
方
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
＋
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

＊
代
理
の
方
が
申
告
す
る
場
合

は
、
委
任
状
お
よ
び
委
任
さ
れ

た
方
の
本
人
確
認
書
類

○
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
や

支
払
者
の
証
明
書
、
公
的
年
金

等
源
泉
徴
収
票
な
ど
、
収
入
の

明
ら
か
に
な
る
資
料

○
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明

書・
国
民
年
金
等
控
除
証
明
書

・
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料

の
控
除
証
明
書

・
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

障
害
者
手
帳
や
愛
の
手
帳
な
ど

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
医
療
費
の
明
細
書
」（
医
療
を

受
け
た
人
ご
と
に
病
院
、
薬
局

の
領
収
書
を
集
計
し
た
も
の
）

・
寄
付
金
控
除
の
証
明
書
な
ど

〇
そ
の
他

・
前
年
に
所
得
税
確
定
申
告
書

な
ど
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
控

・
利
用
者
識
別
番
号
を
取
得
済

み
の
方
は
、
そ
の
通
知

　【
青
梅
税
務
署

　
　か

ら
お
知
ら
せ
】

◆
令
和
４
年
分
の
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
・
納
税
は
、
２
月
16

日
（
木
）
か
ら
３
月
15
日
（
水
）

ま
で
で
す
。

　
還
付
申
告
は
、
２
月
15
日

（
水
）
以
前
で
も
提
出
で
き
ま

す
。

　
令
和
４
年
分
の
贈
与
税
の
申

告
書
の
提
出
・
納
税
は
、
２
月

１
日
（
水
）
か
ら
３
月
15
日
（
水
）

ま
で
で
す
。

　
令
和
４
年
分
の
個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
書
の
提
出
・
納
税

は
、
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
３

月
31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

◆
さ
あ
、
自
宅
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
！

申
告
は
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
か
ら

　「
自
宅
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
税
務
署
へ
の
書
類
が
持
参
不

要②
印
刷
・
郵
送
代
が
不
要

③
添
付
書
類
が
不
要
（
一
部
の

書
類
は
除
き
ま
す
）

④
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

（
確
定
申
告
期
間
の
み
）

⑤
還
付
申
告
の
場
合
は
３
週
間

程
度
で
還
付

（
書
面
提
出
は

１
か
月
半
程
度

で
還
付
）

　

◆
国
税
の
納
付
は
ス
マ
ホ
で

ス
マ
ー
ト
に

　
国
税
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納

付
が
利
用
で
き
ま
す
。

①
６
つ
の
Ｐ
ａ
ｙ
払
い

　
「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」
、
「
ｄ
払

い
」
、
「
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
、
「
Ｌ

ｉ
ｎ
ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
」
、
「
ｍ
Ｐ
ａ

ｙ
」
、
「
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ

ｙ
」
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

②
ご
利
用
に
つ
い
て

　
「
国
税
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
済
専
用
サ
イ
ト
」
に
ア
ク

セ
ス
し
、
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
を
選

択
し
、
画
面
の

表
示
に
従
え
ば

簡
単
に
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

◆
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設

　
所
得
税
な
ど
の
申
告
書
作

成
会
場
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
。

〔
開
設
期
間
〕
２
月
１
日(

水)

～
３
月
15
日(

水)

（
土
曜
日
、

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

＊
２
月
19
日(

日
）
・
２
月
26

日(
日
）
は
、
立
川
税
務
署

に
お
い
て
相
談
・
受
付
を
行

い
ま
す
。

〔
会
場
〕
青
梅
税
務
署

〔
受
付
時
間
〕
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時

〔
入
場
整
理
券
の
配
付
〕
混
雑

回
避
の
た
め
に
「
入
場
整
理

券
」
を
配
付
し
ま
す
。
入
場

整
理
券
は
、
当
日
、
会
場
で

配
付
す
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
よ
る
事
前
発
行
で
入
手
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

＊
入
場
整
理
券
の
配
付
状
況

に
応
じ
て
、
受
付
を
早
く
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
入
場
整

理
券
事
前
発
行
〕
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
国
税
庁
の

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち

追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
つ
ぎ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

追
加
す
る
こ
と
で
、
入
場
整

理
券
の
事
前
発
行
を
申
し
込

み
で
き
ま
す
。
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住
民
課
・
税
務
署
か
あ

の
お
知
ら
せ

＊
相
談
・
受
付
が
で
き
な
い
場

合○
土
地
や
建
物
、
株
式
な
ど
の

譲
渡
所
得
や
山
林
所
得
が
あ
る

方○
事
業
所
得
（
営
業
等
・
農
業
）

ま
た
は
不
動
産
所
得
が
あ
る
方

で
、
青
色
申
告
決
算
書
ま
た
は

収
支
内
訳
書
の
記
入
が
済
ん
で

い
な
い
方

〇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め

の
医
療
費
明
細
書
の
記
入
が
済

ん
で
い
な
い
方

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

初
め
て
申
告
す
る
方

○
過
年
分
の
確
定
申
告

■
申
告
の
際
に

　
　
　持
参
す
る
も
の

○
申
告
書（
住
民
税
申
告
の
方
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
＋
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

＊
代
理
の
方
が
申
告
す
る
場
合

は
、
委
任
状
お
よ
び
委
任
さ
れ

た
方
の
本
人
確
認
書
類

○
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
や

支
払
者
の
証
明
書
、
公
的
年
金

等
源
泉
徴
収
票
な
ど
、
収
入
の

明
ら
か
に
な
る
資
料

○
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明

書・
国
民
年
金
等
控
除
証
明
書

・
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料

の
控
除
証
明
書

・
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

障
害
者
手
帳
や
愛
の
手
帳
な
ど

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
医
療
費
の
明
細
書
」（
医
療
を

受
け
た
人
ご
と
に
病
院
、
薬
局

の
領
収
書
を
集
計
し
た
も
の
）

・
寄
付
金
控
除
の
証
明
書
な
ど

〇
そ
の
他

・
前
年
に
所
得
税
確
定
申
告
書

な
ど
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
控

・
利
用
者
識
別
番
号
を
取
得
済

み
の
方
は
、
そ
の
通
知

　【
青
梅
税
務
署

　
　か

ら
お
知
ら
せ
】

◆
令
和
４
年
分
の
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
・
納
税
は
、
２
月
16

日
（
木
）
か
ら
３
月
15
日
（
水
）

ま
で
で
す
。

　
還
付
申
告
は
、
２
月
15
日

（
水
）
以
前
で
も
提
出
で
き
ま

す
。

　
令
和
４
年
分
の
贈
与
税
の
申

告
書
の
提
出
・
納
税
は
、
２
月

１
日
（
水
）
か
ら
３
月
15
日
（
水
）

ま
で
で
す
。

　
令
和
４
年
分
の
個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
書
の
提
出
・
納
税

は
、
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
３

月
31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

◆
さ
あ
、
自
宅
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
！

申
告
は
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
か
ら

　「
自
宅
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
税
務
署
へ
の
書
類
が
持
参
不

要②
印
刷
・
郵
送
代
が
不
要

③
添
付
書
類
が
不
要
（
一
部
の

書
類
は
除
き
ま
す
）

④
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

（
確
定
申
告
期
間
の
み
）

⑤
還
付
申
告
の
場
合
は
３
週
間

程
度
で
還
付

（
書
面
提
出
は

１
か
月
半
程
度

で
還
付
）

　

◆
国
税
の
納
付
は
ス
マ
ホ
で

ス
マ
ー
ト
に

　
国
税
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納

付
が
利
用
で
き
ま
す
。

①
６
つ
の
Ｐ
ａ
ｙ
払
い

　
「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」
、
「
ｄ
払

い
」
、
「
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
、
「
Ｌ

ｉ
ｎ
ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
」
、
「
ｍ
Ｐ
ａ

ｙ
」
、
「
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ

ｙ
」
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

②
ご
利
用
に
つ
い
て

　
「
国
税
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
済
専
用
サ
イ
ト
」
に
ア
ク

セ
ス
し
、
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
を
選

択
し
、
画
面
の

表
示
に
従
え
ば

簡
単
に
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

◆
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設

　
所
得
税
な
ど
の
申
告
書
作

成
会
場
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
。

〔
開
設
期
間
〕
２
月
１
日(

水)

～
３
月
15
日(

水)

（
土
曜
日
、

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

＊
２
月
19
日(

日
）
・
２
月
26

日(

日
）
は
、
立
川
税
務
署

に
お
い
て
相
談
・
受
付
を
行

い
ま
す
。

〔
会
場
〕
青
梅
税
務
署

〔
受
付
時
間
〕
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時

〔
入
場
整
理
券
の
配
付
〕
混
雑

回
避
の
た
め
に
「
入
場
整
理

券
」
を
配
付
し
ま
す
。
入
場

整
理
券
は
、
当
日
、
会
場
で

配
付
す
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
よ
る
事
前
発
行
で
入
手
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

＊
入
場
整
理
券
の
配
付
状
況

に
応
じ
て
、
受
付
を
早
く
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
入
場
整

理
券
事
前
発
行
〕
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
国
税
庁
の

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち

追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
つ
ぎ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

追
加
す
る
こ
と
で
、
入
場
整

理
券
の
事
前
発
行
を
申
し
込

み
で
き
ま
す
。
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住
民
課
・
税
務
署
か
あ

の
お
知
ら
せ

＊
相
談
・
受
付
が
で
き
な
い
場

合○
土
地
や
建
物
、
株
式
な
ど
の

譲
渡
所
得
や
山
林
所
得
が
あ
る

方○
事
業
所
得
（
営
業
等
・
農
業
）

ま
た
は
不
動
産
所
得
が
あ
る
方

で
、
青
色
申
告
決
算
書
ま
た
は

収
支
内
訳
書
の
記
入
が
済
ん
で

い
な
い
方

〇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め

の
医
療
費
明
細
書
の
記
入
が
済

ん
で
い
な
い
方

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

初
め
て
申
告
す
る
方

○
過
年
分
の
確
定
申
告

■
申
告
の
際
に

　
　
　持
参
す
る
も
の

○
申
告
書（
住
民
税
申
告
の
方
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
＋
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

＊
代
理
の
方
が
申
告
す
る
場
合

は
、
委
任
状
お
よ
び
委
任
さ
れ

た
方
の
本
人
確
認
書
類

○
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
や

支
払
者
の
証
明
書
、
公
的
年
金

等
源
泉
徴
収
票
な
ど
、
収
入
の

明
ら
か
に
な
る
資
料

○
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明

書・
国
民
年
金
等
控
除
証
明
書

・
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料

の
控
除
証
明
書

・
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

障
害
者
手
帳
や
愛
の
手
帳
な
ど

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

「
医
療
費
の
明
細
書
」（
医
療
を

受
け
た
人
ご
と
に
病
院
、
薬
局

の
領
収
書
を
集
計
し
た
も
の
）

・
寄
付
金
控
除
の
証
明
書
な
ど

〇
そ
の
他

・
前
年
に
所
得
税
確
定
申
告
書

な
ど
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
控

・
利
用
者
識
別
番
号
を
取
得
済

み
の
方
は
、
そ
の
通
知

　【
青
梅
税
務
署

　
　か

ら
お
知
ら
せ
】

◆
令
和
４
年
分
の
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
提
出
・
納
税
は
、
２
月
16

日
（
木
）
か
ら
３
月
15
日
（
水
）

ま
で
で
す
。

　
還
付
申
告
は
、
２
月
15
日

（
水
）
以
前
で
も
提
出
で
き
ま

す
。

　
令
和
４
年
分
の
贈
与
税
の
申

告
書
の
提
出
・
納
税
は
、
２
月

１
日
（
水
）
か
ら
３
月
15
日
（
水
）

ま
で
で
す
。

　
令
和
４
年
分
の
個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
書
の
提
出
・
納
税

は
、
１
月
４
日
（
水
）
か
ら
３

月
31
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

◆
さ
あ
、
自
宅
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
！

申
告
は
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
か
ら

　「
自
宅
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」

５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
税
務
署
へ
の
書
類
が
持
参
不

要②
印
刷
・
郵
送
代
が
不
要

③
添
付
書
類
が
不
要
（
一
部
の

書
類
は
除
き
ま
す
）

④
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能

（
確
定
申
告
期
間
の
み
）

⑤
還
付
申
告
の
場
合
は
３
週
間

程
度
で
還
付

（
書
面
提
出
は

１
か
月
半
程
度

で
還
付
）

　

◆
国
税
の
納
付
は
ス
マ
ホ
で

ス
マ
ー
ト
に

　
国
税
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納

付
が
利
用
で
き
ま
す
。

①
６
つ
の
Ｐ
ａ
ｙ
払
い

　
「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」
、
「
ｄ
払

い
」
、
「
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
」
、
「
Ｌ

ｉ
ｎ
ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
」
、
「
ｍ
Ｐ
ａ

ｙ
」
、
「
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ

ｙ
」
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

②
ご
利
用
に
つ
い
て

　
「
国
税
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

決
済
専
用
サ
イ
ト
」
に
ア
ク

セ
ス
し
、
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
を
選

択
し
、
画
面
の

表
示
に
従
え
ば

簡
単
に
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

◆
申
告
書
作
成
会
場
の
開
設

　
所
得
税
な
ど
の
申
告
書
作

成
会
場
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
。

〔
開
設
期
間
〕
２
月
１
日(

水)

～
３
月
15
日(

水)

（
土
曜
日
、

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

＊
２
月
19
日(

日
）
・
２
月
26

日(

日
）
は
、
立
川
税
務
署

に
お
い
て
相
談
・
受
付
を
行

い
ま
す
。

〔
会
場
〕
青
梅
税
務
署

〔
受
付
時
間
〕
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時

〔
入
場
整
理
券
の
配
付
〕
混
雑

回
避
の
た
め
に
「
入
場
整
理

券
」
を
配
付
し
ま
す
。
入
場

整
理
券
は
、
当
日
、
会
場
で

配
付
す
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
よ
る
事
前
発
行
で
入
手
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

＊
入
場
整
理
券
の
配
付
状
況

に
応
じ
て
、
受
付
を
早
く
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
入
場
整

理
券
事
前
発
行
〕
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
国
税
庁
の

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち

追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
つ
ぎ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

追
加
す
る
こ
と
で
、
入
場
整

理
券
の
事
前
発
行
を
申
し
込

み
で
き
ま
す
。
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付
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控
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受
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控
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控
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控
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。

〔
開
設
期
間
〕
２
月
１
日(

水)

～
３
月
15
日(

水)

（
土
曜
日
、

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

＊
２
月
19
日(

日
）
・
２
月
26

日(

日
）
は
、
立
川
税
務
署

に
お
い
て
相
談
・
受
付
を
行

い
ま
す
。

〔
会
場
〕
青
梅
税
務
署

〔
受
付
時
間
〕
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時

〔
入
場
整
理
券
の
配
付
〕
混
雑

回
避
の
た
め
に
「
入
場
整
理

券
」
を
配
付
し
ま
す
。
入
場

整
理
券
は
、
当
日
、
会
場
で

配
付
す
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
よ
る
事
前
発
行
で
入
手
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

＊
入
場
整
理
券
の
配
付
状
況

に
応
じ
て
、
受
付
を
早
く
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
入
場
整

理
券
事
前
発
行
〕
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で
国
税
庁
の

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち

追
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
つ
ぎ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

追
加
す
る
こ
と
で
、
入
場
整

理
券
の
事
前
発
行
を
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》



11

１

　３

　５

　
　８

　10

　
　13

　15

　
　18

　20

　
　23

　25

　
　28

　30

　
　33

　35

　
　38

　40

　
　43

　45

　
　48

　50

　
　53

　55

　
　58

　60

　62

No.829 2023 年 1 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

介

護

保

険

関

係

の

所

得

控

除

等

に

必

要

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　書

類

の

交

付

に

つ

い

て

①
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証

　
確
定
申
告
な
ど
で
所
得
を

申
告
す
る
際
に
、
申
告
す
る

本
人
も
し
く
は
扶
養
親
族
が

障
害
者
で
あ
る
場
合
、
一
定

金
額
を
所
得
か
ら
控
除
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
基
本
的
に
は
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
が
対
象
で
す

が
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
で
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

町
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
証
」
が
必
要

で
す
。

◇
対
象
と
な
る
方 

 
          

　
65
歳
以
上
の
要
介
護
１
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

で
、
介
護
保
険
の
主
治
医
意

見
書
や
認
定
調
査
票
か
ら
、

身
体
も
し
く
は
精
神
に
一
定

の
障
害
が
あ
る
と
確
認
で
き

る
方
。

②
お
む
つ
代
医
療
費
控
除
確

認
証

　
傷
病
に
よ
り
寝
た
き
り
で

医
師
の
治
療
を
受
け
て
お
り
、

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
で
あ

る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
お

む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
お
む
つ
代

の
領
収
書
と
、
１
年
目
は
医

師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　
２
年
目
以
降
は
町
で
発
行

す
る
「
お
む
つ
代
医
療
費
控

除
確
認
証
」
で
医
師
の
証
明

書
の
代
用
が
で
き
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
方

　
要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の

認
定
を
受
け
て
お
り
、
概
ね

６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
方

も
し
く
は
同
様
と
認
め
ら
れ

る
方
で
、
介
護
保
険
の
主
治

医
意
見
書
か
ら
お
む
つ
の
使

用
が
常
時
必
要
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
方
。

　
①
・
②
と
も
に
、
対
象
者

本
人
も
し
く
は
そ
の
家
族
の

方
（
扶
養
し
て
い
る
方
）
か

ら
の
申
請
に
よ
り
、
確
定
申

～１１月のふるさと納税額のお知らせ～

　次のとおり、ご寄付をいただきました。ありがとうございました。

※令和４年１１月からインターネットを通じてふるさと納税ができるようになりました。

　目　　的　　　 件　数 金　額

　森林管理・環境景観保全のためとして    ３２件   １，６１５，０００円

　森林セラピー事業等の整備・活動事業のためとして      ７件 　　   ８０，０００円

　財政運営資金の一端（一般寄付）として    ３０件      ３７０，０００円

合　　計　    ６９件   ２，０６５，０００円

移住・定住応援補助金をご活用ください

　町では、次代を担う若者世代の移住・定住を応援するため、町内に住

宅などを購入された方を対象に、補助金の交付（事業費の１／２・最大

２００万円）また、資金借入に対する利子補給（借入利率の１／２・年

額最大３０万円・３６か月）を行っています。

　さらに、町内事業者利用および地場木材活用で、それぞれ１０万円分

の奥多摩町商業協同組合商品券を上乗せし最大２２０万円分交付。町内

金融機関（西東京農業協同組合古里支店・青梅信用金庫奥多摩支店）利

用の場合、最大３３万円利子を補給します。

 〔年齢要件〕

　①　４５歳以下の夫婦　②３５歳以下の者　

　③　子ども（高校生以下（満１８歳に達する日以後の最初の３月３１

　　　日までの間にある者））がいる世帯

　＊年齢要件以外にも、対象要件などがあります。

　※問い合わせは、若者定住推進課　☎８３－２３１０

告
時
の
所
得
控
除
に
必
要
な

書
類
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
担
当
ま
で
電
話
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保

健
課

　
　 

☎
83
‐
２
７
７
７

移
住
・
定
住
補
助
金

ふ
る
さ
と
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税
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

年
金
ほ
か

◆
ス
マ
ホ
申
告
講
習
会
の
ご

案
内

～
今
年
こ
そ
確
定
申
告
は

　ス
マ
ホ
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
～

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

た
確
定
申
告
の
講
習
会
を
つ

ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
未
取
得
の
方
に
は
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

〔
日
時
〕
　
１
月
14
日(

土)

第
１
回
・
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

第
２
回
・
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分

第
３
回
・
午
後
３
時
～
４
時

〔
場
所
〕
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
の

出
（
２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
）

〔
持
ち
物
〕
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
未
取
得
の
方
も
受

講
で
き
ま
す
）

◆
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て

～
事
業
所
得
者
・
不
動
産
所

得
者
の
み
な
さ
ま
へ
～

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
た

め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
３

月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
登
録
手
続
き
は
、
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で

も
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
請
が
で

き
ま
す
。

＊
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
に

は
事
前
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
が
必

要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
税
務

署
　
　
　
　
☎
22
‐
３
１
８
５

年
金
の
お
知
ら
せ

◇
付
加
保
険
料
制
度
に
つ
い
て

　
付
加
保
険
料
制
度
は
、
国
民

年
金
の
一
般
保
険
料
に
加
え
て

付
加
保
険
料（
月
々
４
０
０
円
）

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
た
め

に
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
あ

り
、
申
し
込
み
を
し
た
月
分
か

ら
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

　
ご
自
身
の
健
康
と
医
療
に
対

す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
診
療
日
数
な
ど
の

受
診
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
た
め
、「
医
療
費
等
通
知
書
」

を
１
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　
通
知
書
に
は
、
診
療
年
月
、

医
療
機
関
の
名
称
、
医
療
費

（
10
割
・
自
己
負
担
相
当
額
）

な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
発
送
の
対
象
は
、
令
和
４
年

12
月
１
日
現
在
、
東
京
都
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
資

格
が
あ
り
、
令
和
３
年
９
月
か

ら
令
和
４
年
８
月
ま
で
の
12
か

月
間
に
、
保
険
診
療
で
医
療
機

関
な
ど
へ
の
受
診
履
歴
が
あ
る

方
で
す
。

　
確
定
申
告
の
際
に
医
療
費
等

通
知
書
を
添
付
す
る
こ
と
で
、

令
和
４
年
１
月
か
ら
８
月
ま
で

の
診
療
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
へ
の
記

載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
診

療
等
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
持

に
な
り
ま
す
。

　
お
手
続
き
を
ご
希
望
の
方

は
、
青
梅
年
金
事
務
所
ま
た
は

役
場
住
民
課
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

◇
年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際

は
、
予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
年
金

の
相
談
や
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
「
事
前
予
約
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
待
た
せ
時
間
の
少
な

い
「
予
約
相
談
」
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
専
用
受
付
電
話

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
４
８
９
０

〔
受
付
時
間
〕
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
・

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月

前
か
ら
前
日
ま
で
受
付
け
し
て

い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
、
予
約
の
際
は
、

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
年
金

手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
年
金

事
務
所
　
　
☎
30
‐
３
４
１
０

住
民
課
　
　
☎
83
‐
２
１
８
２

ち
の
領
収
書
に
基
づ
き
別
途
、

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を

作
成
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
東
京
都
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問

合
せ
セ
ン
タ
ー
　

☎
０
５
７
０
（
０
８
６)

５
１
９

住
民
課
　
　
☎
83
‐
２
１
８
２

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
医
療
費
等

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

蜜蜂を飼育している方へ
　蜜蜂の飼育をする場合は、養蜂振興法の定めるところに

より、飼育の届出をする必要があります。毎年 1月末まで、

若しくは、飼育開始日が決まった時点で飼育届の提出をお

願いします。申請書の様式および提出先は東京都のホーム

ページをご覧ください。

※問い合わせは、東京都農業振興事務所振興課畜産担当

　 　　　　　　　　　　☎０４２－５４８－４８６８
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後
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か
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ス
マ
ホ
申
告
講
習
会
の
ご

案
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～
今
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こ
そ
確
定
申
告
は
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マ
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で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
～

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

た
確
定
申
告
の
講
習
会
を
つ

ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
未
取
得
の
方
に
は
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

〔
日
時
〕
　
１
月
14
日(

土)

第
１
回
・
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

第
２
回
・
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分

第
３
回
・
午
後
３
時
～
４
時

〔
場
所
〕
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
の

出
（
２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
）

〔
持
ち
物
〕
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
未
取
得
の
方
も
受

講
で
き
ま
す
）

◆
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て

～
事
業
所
得
者
・
不
動
産
所

得
者
の
み
な
さ
ま
へ
～

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
た

め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
３

月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
登
録
手
続
き
は
、
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で

も
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
請
が
で

き
ま
す
。

＊
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
に

は
事
前
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
が
必

要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
税
務

署
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22
‐
３
１
８
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年
金
の
お
知
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せ

◇
付
加
保
険
料
制
度
に
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て
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加
保
険
料
制
度
は
、
国
民

年
金
の
一
般
保
険
料
に
加
え
て

付
加
保
険
料（
月
々
４
０
０
円
）

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
た
め

に
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
あ

り
、
申
し
込
み
を
し
た
月
分
か

ら
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

　
ご
自
身
の
健
康
と
医
療
に
対

す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
診
療
日
数
な
ど
の

受
診
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
た
め
、「
医
療
費
等
通
知
書
」

を
１
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　
通
知
書
に
は
、
診
療
年
月
、

医
療
機
関
の
名
称
、
医
療
費

（
10
割
・
自
己
負
担
相
当
額
）

な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
発
送
の
対
象
は
、
令
和
４
年

12
月
１
日
現
在
、
東
京
都
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
資

格
が
あ
り
、
令
和
３
年
９
月
か

ら
令
和
４
年
８
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で
の
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に
、
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で
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機
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す
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の
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に
医
療
費
等

通
知
書
を
添
付
す
る
こ
と
で
、
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８
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で
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ど
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は
、「
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」
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こ
と
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ま
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は
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持

に
な
り
ま
す
。

　
お
手
続
き
を
ご
希
望
の
方

は
、
青
梅
年
金
事
務
所
ま
た
は

役
場
住
民
課
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

◇
年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際

は
、
予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　
日
本
年
金
機
構
で
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に
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「
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」
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時
間
の
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を
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分
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日
の
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前
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て
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す
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、
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号
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、
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」
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。
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☎
０
５
７
０
（
０
８
６)

５
１
９

住
民
課
　
　
☎
83
‐
２
１
８
２

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
医
療
費
等

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

蜜蜂を飼育している方へ
　蜜蜂の飼育をする場合は、養蜂振興法の定めるところに

より、飼育の届出をする必要があります。毎年 1月末まで、

若しくは、飼育開始日が決まった時点で飼育届の提出をお

願いします。申請書の様式および提出先は東京都のホーム

ページをご覧ください。

※問い合わせは、東京都農業振興事務所振興課畜産担当

　 　　　　　　　　　　☎０４２－５４８－４８６８
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No.829 令和 5年 1月 5日広 報 お く た ま

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

年
金
ほ
か

◆
ス
マ
ホ
申
告
講
習
会
の
ご

案
内

～
今
年
こ
そ
確
定
申
告
は

　ス
マ
ホ
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
～

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ

た
確
定
申
告
の
講
習
会
を
つ

ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
未
取
得
の
方
に
は
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
に
必
要
な
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

〔
日
時
〕
　
１
月
14
日(

土)

第
１
回
・
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分

第
２
回
・
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分

第
３
回
・
午
後
３
時
～
４
時

〔
場
所
〕
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
の

出
（
２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
）

〔
持
ち
物
〕
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
未
取
得
の
方
も
受

講
で
き
ま
す
）

◆
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て

～
事
業
所
得
者
・
不
動
産
所

得
者
の
み
な
さ
ま
へ
～

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
た

め
に
は
、
原
則
と
し
て
、
３

月
31
日
ま
で
に
登
録
申
請
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
登
録
手
続
き
は
、
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
で

も
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
請
が
で

き
ま
す
。

＊
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
に

は
事
前
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
が
必

要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
税
務

署
　
　
　
　
☎
22
‐
３
１
８
５

年
金
の
お
知
ら
せ

◇
付
加
保
険
料
制
度
に
つ
い
て

　
付
加
保
険
料
制
度
は
、
国
民

年
金
の
一
般
保
険
料
に
加
え
て

付
加
保
険
料（
月
々
４
０
０
円
）

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
た
め

に
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
あ

り
、
申
し
込
み
を
し
た
月
分
か

ら
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

　
ご
自
身
の
健
康
と
医
療
に
対

す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
診
療
日
数
な
ど
の

受
診
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
た
め
、「
医
療
費
等
通
知
書
」

を
１
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　
通
知
書
に
は
、
診
療
年
月
、

医
療
機
関
の
名
称
、
医
療
費

（
10
割
・
自
己
負
担
相
当
額
）

な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
発
送
の
対
象
は
、
令
和
４
年

12
月
１
日
現
在
、
東
京
都
後
期

高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
の
資

格
が
あ
り
、
令
和
３
年
９
月
か

ら
令
和
４
年
８
月
ま
で
の
12
か

月
間
に
、
保
険
診
療
で
医
療
機

関
な
ど
へ
の
受
診
履
歴
が
あ
る

方
で
す
。

　
確
定
申
告
の
際
に
医
療
費
等

通
知
書
を
添
付
す
る
こ
と
で
、

令
和
４
年
１
月
か
ら
８
月
ま
で

の
診
療
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
へ
の
記

載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
診

療
等
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
持

に
な
り
ま
す
。

　
お
手
続
き
を
ご
希
望
の
方

は
、
青
梅
年
金
事
務
所
ま
た
は

役
場
住
民
課
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

◇
年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際

は
、
予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
年
金

の
相
談
や
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
「
事
前
予
約
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
待
た
せ
時
間
の
少
な

い
「
予
約
相
談
」
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
予
約
専
用
受
付
電
話

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
４
８
９
０

〔
受
付
時
間
〕
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
・

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月

前
か
ら
前
日
ま
で
受
付
け
し
て

い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
、
予
約
の
際
は
、

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
年
金

手
帳
や
年
金
証
書
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
年
金

事
務
所
　
　
☎
30
‐
３
４
１
０

住
民
課
　
　
☎
83
‐
２
１
８
２

ち
の
領
収
書
に
基
づ
き
別
途
、

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を

作
成
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
東
京
都
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問

合
せ
セ
ン
タ
ー
　

☎
０
５
７
０
（
０
８
６)

５
１
９

住
民
課
　
　
☎
83
‐
２
１
８
２

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
医
療
費
等

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

蜜蜂を飼育している方へ
　蜜蜂の飼育をする場合は、養蜂振興法の定めるところに

より、飼育の届出をする必要があります。毎年 1月末まで、

若しくは、飼育開始日が決まった時点で飼育届の提出をお

願いします。申請書の様式および提出先は東京都のホーム

ページをご覧ください。

※問い合わせは、東京都農業振興事務所振興課畜産担当

　 　　　　　　　　　　☎０４２－５４８－４８６８
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No.829 2023 年 1 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

介

護

保

険

関

係

の

所

得

控

除

等

に

必

要

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　書

類

の

交

付

に

つ

い

て

①
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証

　
確
定
申
告
な
ど
で
所
得
を

申
告
す
る
際
に
、
申
告
す
る

本
人
も
し
く
は
扶
養
親
族
が

障
害
者
で
あ
る
場
合
、
一
定

金
額
を
所
得
か
ら
控
除
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
基
本
的
に
は
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
が
対
象
で
す

が
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
で
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

町
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
証
」
が
必
要

で
す
。

◇
対
象
と
な
る
方 

 
          

　
65
歳
以
上
の
要
介
護
１
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

で
、
介
護
保
険
の
主
治
医
意

見
書
や
認
定
調
査
票
か
ら
、

身
体
も
し
く
は
精
神
に
一
定

の
障
害
が
あ
る
と
確
認
で
き

る
方
。

②
お
む
つ
代
医
療
費
控
除
確

認
証

　
傷
病
に
よ
り
寝
た
き
り
で

医
師
の
治
療
を
受
け
て
お
り
、

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
で
あ

る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
お

む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
お
む
つ
代

の
領
収
書
と
、
１
年
目
は
医

師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　
２
年
目
以
降
は
町
で
発
行

す
る
「
お
む
つ
代
医
療
費
控

除
確
認
証
」
で
医
師
の
証
明

書
の
代
用
が
で
き
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
方

　
要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の

認
定
を
受
け
て
お
り
、
概
ね

６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
方

も
し
く
は
同
様
と
認
め
ら
れ

る
方
で
、
介
護
保
険
の
主
治

医
意
見
書
か
ら
お
む
つ
の
使

用
が
常
時
必
要
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
方
。

　
①
・
②
と
も
に
、
対
象
者

本
人
も
し
く
は
そ
の
家
族
の

方
（
扶
養
し
て
い
る
方
）
か

ら
の
申
請
に
よ
り
、
確
定
申

～１１月のふるさと納税額のお知らせ～

　次のとおり、ご寄付をいただきました。ありがとうございました。

※令和４年１１月からインターネットを通じてふるさと納税ができるようになりました。

　目　　的　　　 件　数 金　額

　森林管理・環境景観保全のためとして    ３２件   １，６１５，０００円

　森林セラピー事業等の整備・活動事業のためとして      ７件 　　   ８０，０００円

　財政運営資金の一端（一般寄付）として    ３０件      ３７０，０００円

合　　計　    ６９件   ２，０６５，０００円

移住・定住応援補助金をご活用ください

　町では、次代を担う若者世代の移住・定住を応援するため、町内に住

宅などを購入された方を対象に、補助金の交付（事業費の１／２・最大

２００万円）また、資金借入に対する利子補給（借入利率の１／２・年

額最大３０万円・３６か月）を行っています。

　さらに、町内事業者利用および地場木材活用で、それぞれ１０万円分

の奥多摩町商業協同組合商品券を上乗せし最大２２０万円分交付。町内

金融機関（西東京農業協同組合古里支店・青梅信用金庫奥多摩支店）利

用の場合、最大３３万円利子を補給します。

 〔年齢要件〕

　①　４５歳以下の夫婦　②３５歳以下の者　

　③　子ども（高校生以下（満１８歳に達する日以後の最初の３月３１

　　　日までの間にある者））がいる世帯

　＊年齢要件以外にも、対象要件などがあります。

　※問い合わせは、若者定住推進課　☎８３－２３１０

告
時
の
所
得
控
除
に
必
要
な

書
類
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
担
当
ま
で
電
話
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保

健
課
　
　 

☎
83
‐
２
７
７
７

移
住
・
定
住
補
助
金

ふ
る
さ
と
納
税
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介

護

保

険

関

係

の

所

得

控

除

等

に

必

要

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　書

類

の

交

付

に

つ

い

て

①
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証

　
確
定
申
告
な
ど
で
所
得
を

申
告
す
る
際
に
、
申
告
す
る

本
人
も
し
く
は
扶
養
親
族
が

障
害
者
で
あ
る
場
合
、
一
定

金
額
を
所
得
か
ら
控
除
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
基
本
的
に
は
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
が
対
象
で
す

が
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
で
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

町
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
証
」
が
必
要

で
す
。

◇
対
象
と
な
る
方 

 
          

　
65
歳
以
上
の
要
介
護
１
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

で
、
介
護
保
険
の
主
治
医
意

見
書
や
認
定
調
査
票
か
ら
、

身
体
も
し
く
は
精
神
に
一
定

の
障
害
が
あ
る
と
確
認
で
き

る
方
。

②
お
む
つ
代
医
療
費
控
除
確

認
証

　
傷
病
に
よ
り
寝
た
き
り
で

医
師
の
治
療
を
受
け
て
お
り
、

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
で
あ

る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
お

む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
お
む
つ
代

の
領
収
書
と
、
１
年
目
は
医

師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　
２
年
目
以
降
は
町
で
発
行

す
る
「
お
む
つ
代
医
療
費
控

除
確
認
証
」
で
医
師
の
証
明

書
の
代
用
が
で
き
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
方

　
要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の

認
定
を
受
け
て
お
り
、
概
ね

６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
方

も
し
く
は
同
様
と
認
め
ら
れ

る
方
で
、
介
護
保
険
の
主
治

医
意
見
書
か
ら
お
む
つ
の
使

用
が
常
時
必
要
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
方
。

　
①
・
②
と
も
に
、
対
象
者

本
人
も
し
く
は
そ
の
家
族
の

方
（
扶
養
し
て
い
る
方
）
か

ら
の
申
請
に
よ
り
、
確
定
申

～１１月のふるさと納税額のお知らせ～

　次のとおり、ご寄付をいただきました。ありがとうございました。

※令和４年１１月からインターネットを通じてふるさと納税ができるようになりました。

　目　　的　　　 件　数 金　額

　森林管理・環境景観保全のためとして    ３２件   １，６１５，０００円

　森林セラピー事業等の整備・活動事業のためとして      ７件 　　   ８０，０００円

　財政運営資金の一端（一般寄付）として    ３０件      ３７０，０００円

合　　計　    ６９件   ２，０６５，０００円

移住・定住応援補助金をご活用ください

　町では、次代を担う若者世代の移住・定住を応援するため、町内に住
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２００万円）また、資金借入に対する利子補給（借入利率の１／２・年

額最大３０万円・３６か月）を行っています。

　さらに、町内事業者利用および地場木材活用で、それぞれ１０万円分

の奥多摩町商業協同組合商品券を上乗せし最大２２０万円分交付。町内

金融機関（西東京農業協同組合古里支店・青梅信用金庫奥多摩支店）利

用の場合、最大３３万円利子を補給します。
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　③　子ども（高校生以下（満１８歳に達する日以後の最初の３月３１

　　　日までの間にある者））がいる世帯

　＊年齢要件以外にも、対象要件などがあります。

　※問い合わせは、若者定住推進課　☎８３－２３１０
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を
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２００万円）また、資金借入に対する利子補給（借入利率の１／２・年
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の奥多摩町商業協同組合商品券を上乗せし最大２２０万円分交付。町内

金融機関（西東京農業協同組合古里支店・青梅信用金庫奥多摩支店）利

用の場合、最大３３万円利子を補給します。

 〔年齢要件〕
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　　　日までの間にある者））がいる世帯

　＊年齢要件以外にも、対象要件などがあります。
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～１１月のふるさと納税額のお知らせ～

　次のとおり、ご寄付をいただきました。ありがとうございました。

※令和４年１１月からインターネットを通じてふるさと納税ができるようになりました。

　目　　的　　　 件　数 金　額

　森林管理・環境景観保全のためとして    ３２件   １，６１５，０００円

　森林セラピー事業等の整備・活動事業のためとして      ７件 　　   ８０，０００円

　財政運営資金の一端（一般寄付）として    ３０件      ３７０，０００円
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の
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～１１月のふるさと納税額のお知らせ～

　次のとおり、ご寄付をいただきました。ありがとうございました。

※令和４年１１月からインターネットを通じてふるさと納税ができるようになりました。

　目　　的　　　 件　数 金　額

　森林管理・環境景観保全のためとして    ３２件   １，６１５，０００円

　森林セラピー事業等の整備・活動事業のためとして      ７件 　　   ８０，０００円

　財政運営資金の一端（一般寄付）として    ３０件      ３７０，０００円

合　　計　    ６９件   ２，０６５，０００円

移住・定住応援補助金をご活用ください

　町では、次代を担う若者世代の移住・定住を応援するため、町内に住

宅などを購入された方を対象に、補助金の交付（事業費の１／２・最大

２００万円）また、資金借入に対する利子補給（借入利率の１／２・年

額最大３０万円・３６か月）を行っています。

　さらに、町内事業者利用および地場木材活用で、それぞれ１０万円分

の奥多摩町商業協同組合商品券を上乗せし最大２２０万円分交付。町内

金融機関（西東京農業協同組合古里支店・青梅信用金庫奥多摩支店）利

用の場合、最大３３万円利子を補給します。

 〔年齢要件〕

　①　４５歳以下の夫婦　②３５歳以下の者　

　③　子ども（高校生以下（満１８歳に達する日以後の最初の３月３１

　　　日までの間にある者））がいる世帯

　＊年齢要件以外にも、対象要件などがあります。

　※問い合わせは、若者定住推進課　☎８３－２３１０

告
時
の
所
得
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除
に
必
要
な

書
類
を
交
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し
ま
す
の
で
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ま
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す
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場
合
、
一
定

金
額
を
所
得
か
ら
控
除
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
基
本
的
に
は
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
が
対
象
で
す

が
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方
で
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

町
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
証
」
が
必
要

で
す
。

◇
対
象
と
な
る
方 

 
          

　
65
歳
以
上
の
要
介
護
１
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

で
、
介
護
保
険
の
主
治
医
意

見
書
や
認
定
調
査
票
か
ら
、

身
体
も
し
く
は
精
神
に
一
定

の
障
害
が
あ
る
と
確
認
で
き

る
方
。

②
お
む
つ
代
医
療
費
控
除
確

認
証

　
傷
病
に
よ
り
寝
た
き
り
で

医
師
の
治
療
を
受
け
て
お
り
、

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
で
あ

る
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
お

む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
お
む
つ
代

の
領
収
書
と
、
１
年
目
は
医

師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　
２
年
目
以
降
は
町
で
発
行

す
る
「
お
む
つ
代
医
療
費
控

除
確
認
証
」
で
医
師
の
証
明

書
の
代
用
が
で
き
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
方

　
要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の

認
定
を
受
け
て
お
り
、
概
ね

６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
方

も
し
く
は
同
様
と
認
め
ら
れ

る
方
で
、
介
護
保
険
の
主
治

医
意
見
書
か
ら
お
む
つ
の
使

用
が
常
時
必
要
で
あ
る
こ
と

を
確
認
で
き
る
方
。

　
①
・
②
と
も
に
、
対
象
者

本
人
も
し
く
は
そ
の
家
族
の

方
（
扶
養
し
て
い
る
方
）
か

ら
の
申
請
に
よ
り
、
確
定
申

～１１月のふるさと納税額のお知らせ～

　次のとおり、ご寄付をいただきました。ありがとうございました。

※令和４年１１月からインターネットを通じてふるさと納税ができるようになりました。

　目　　的　　　 件　数 金　額

　森林管理・環境景観保全のためとして    ３２件   １，６１５，０００円

　森林セラピー事業等の整備・活動事業のためとして      ７件 　　   ８０，０００円

　財政運営資金の一端（一般寄付）として    ３０件      ３７０，０００円

合　　計　    ６９件   ２，０６５，０００円

移住・定住応援補助金をご活用ください

　町では、次代を担う若者世代の移住・定住を応援するため、町内に住

宅などを購入された方を対象に、補助金の交付（事業費の１／２・最大

２００万円）また、資金借入に対する利子補給（借入利率の１／２・年

額最大３０万円・３６か月）を行っています。

　さらに、町内事業者利用および地場木材活用で、それぞれ１０万円分

の奥多摩町商業協同組合商品券を上乗せし最大２２０万円分交付。町内

金融機関（西東京農業協同組合古里支店・青梅信用金庫奥多摩支店）利

用の場合、最大３３万円利子を補給します。

 〔年齢要件〕

　①　４５歳以下の夫婦　②３５歳以下の者　

　③　子ども（高校生以下（満１８歳に達する日以後の最初の３月３１

　　　日までの間にある者））がいる世帯

　＊年齢要件以外にも、対象要件などがあります。

　※問い合わせは、若者定住推進課　☎８３－２３１０

告
時
の
所
得
控
除
に
必
要
な

書
類
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
担
当
ま
で
電
話
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保

健
課
　
　 

☎
83
‐
２
７
７
７

移
住
・
定
住
補
助
金

ふ
る
さ
と
納
税
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No.829 2023 年 1 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

1 月 15 日～ 31 日 カレンダー 町内開催の行事・各種相談を掲載。「■」は

事前申込が必要、「→㌻」は詳細の記事あり。

日・曜日 町民みなさん向けの内容　【☆】観光施設イベントは町外からも来場可能

１５・日

１６・月
マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～役場 ) → 6 ㌻

   ヘルシー体操 (14:00 ～文化会館 )　

１７・火

１８・水
　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～文化会館 ) → 6 ㌻
■筋力向上トレーニング講習会 ( ９:30 ～福祉会館 ) → 18 ㌻・先着順〆
■ウエルカムランチ (11:30 ～氷川保育園 : 見学・給食試食 ) → 19 ㌻・先着順

１９・木

２０・金

２１・土

２２・日 　奥多摩吹奏楽団第 1回記念演奏会 (14:00 ～瑞穂町スカイホール )

２３・月 　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～役場 ) → 6 ㌻

２４・火

２５・水
　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～文化会館 ) → 6 ㌻
■高次脳機能障害相談 ( ９:00 ～保健福祉センター ) → 12 ㌻・前日〆
　あそびの広場 (14:00 ～文化会館 ) → 18 ㌻

２６・木 　ヘルシー体操 (10:00 ～文化会館 ) 

２７・金 ■食育講習会 (10:00 ～保健福祉センター ) → 19 ㌻・1/20 〆
■心理・発達相談 (10:30 ～きこりん・鎌田臨床心理士 ) → 12 ㌻・前日〆

２８・土
マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～役場 ) → 6 ㌻

■弁護士による法律相談 (13:00 ～文化会館 ) → 12 ㌻
　相続・成年後見相談 (13:00 ～福祉会館 ) → 12 ㌻

２９・日

３０・月
マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～役場 ) → 6 ㌻

　ヘルシー体操 (14:00 ～文化会館 )

３１・火

《今月の納期１／３１(火 )》 　国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料 各第７期分

　　　　　　　　　　　　　　町・都民税第４期分
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No.829 令和 5年 1月 5日広 報 お く た ま

【
心
理
・
発
達
相
談
】

〔
日
時
〕 

1
月
27
日
（
金
）

　
　
　 

２
月
８
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分
（
予
約
制
）

　
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関

す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持

　
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
事
故

や
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る

脳
の
障
害
で
す
。

　
新
し
い
こ
と
が
覚
え
に
く

い
。
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

難
し
い
。
同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返

す
、
家
事
や
仕
事
を
上
手
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ

た
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
病
状
が
落
ち
着

き
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
表
面
化

し
ま
す
。「
も
し
か
し
た
ら
高

次
脳
機
能
障
害
で
は
？
」
と
不

安
に
感
じ
る
本
人
や
家
族
の
方

か
ら
の
相
談
日
を
設
け
て
い
ま

す
。
来
所
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

各 

種 

相 

談

【
人
権
身
の
上
・

　

 
 
 
 
 

行
政
相
談
】

〔
日
時
〕 

１
月
12
日
（
木
）

　
　
　 

２
月
９
日
（
木
）

　
両
日
と
も
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
会
場
へ

【
高
次
脳
機
能

　
　障
害
の
相
談
】

【
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

に
よ
る
相
談
】

　
健
康
の
こ
と
・
育
児
の
こ

と
・
栄
養
の
こ
と
な
ど
で
お

悩
み
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
問
題
解
決
に
向
け
て

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
に
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
、
町
施
設
で
相

談
に
対
応
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
相
続
・
成
年
後
見
相
談
】

（
司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談
）

〔
日
時
〕
１
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
会
場
へ

右
記
相
談
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
会
場
は
、
福
祉
会
館
２
階

会
議
室

①
〔
日
時
〕
１
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　 

午
後
１
時
～
４
時 

〔
会
場
〕文
化
会
館
１
階
会
議
室

②
〔
日
時
〕２
月
９
日
（
木
）

　

         

午
後
１
時
～
４
時 

〔
会
場
〕福
祉
会
館
２
階
会
議
室 

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

予
約
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
弁
護
士
に
よ
る

 
 
 
 
 

法
律
相
談
】

※
こ
こ
ま
で
の
相
談
の
申
し

込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
保
健
課
☎
83
‐
２
７
７
７

【
税
理
士
に
よ
る

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
相
談
】

つ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
お
話
を
聞

き
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
ご
自
身
か
ら
の
相

談
も
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
直
接
お
話
を
聞
く
以
外
に
、

電
話
相
談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
誰
に
話
し
た
ら
い
い
の
か
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の

か
、
心
配
ご
と
や
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
、
ま
ず
は
一
度
、
左

記
ま
で
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

　
＊
常
時
相
談
員
に
よ
る
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お

話
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　

　
　
　
　
　☎
85-

２
６
１
１

【
消
費
者
相
談
】

～
１
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

〔
日
時
〕
　
１
月
18
日
（
水
）
　

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

〔
会
場
〕
福
祉
会
館
２
階
　

〔
相
談
員
〕
元
東
京
都
消
費
生

活
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
員

〔
費
用
〕
　
　
無
料

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産

業
課

　
　 

☎
83
‐
２
２
９
５

各
種
相
談

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
等

の
事
業
環
境
変
化
の
影
響
を

受
け
る
中
小
・
小
規
模
事
業

者
を
支
援
す
る
た
め
に
、
消

費
税
制
度
に
関
す
る
税
務
相

談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。
　

〔
日
時
〕
　
１
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
19
日
（
木
）

午
後
１
時
～
５
時
（
予
約
制
）

〔
会
場
〕
町
役
場
２
階
委
員
会

室
Ｂ

〔
対
象
〕
中
小
・
小
規
模
事
業

者※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、

青
梅
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　☎
23-

０
１
１
３

防災行政無線

メッセージサービス

　つぎの電話番号におかけいただ

くと、防災行政無線を聞き直すこ

とができます。　　　　　

※防災行政無線メッセージサービス

　　　　　　　☎８３－２２３３

カ
ッ
ト
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No.829 令和 5年 1月 5日広 報 お く た ま

【
心
理
・
発
達
相
談
】

〔
日
時
〕 
1
月
27
日
（
金
）

　
　
　 

２
月
８
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分
（
予
約
制
）

　
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関

す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持

　
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
事
故

や
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る

脳
の
障
害
で
す
。

　
新
し
い
こ
と
が
覚
え
に
く

い
。
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

難
し
い
。
同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返

す
、
家
事
や
仕
事
を
上
手
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ

た
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
病
状
が
落
ち
着

き
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
表
面
化

し
ま
す
。「
も
し
か
し
た
ら
高

次
脳
機
能
障
害
で
は
？
」
と
不

安
に
感
じ
る
本
人
や
家
族
の
方

か
ら
の
相
談
日
を
設
け
て
い
ま

す
。
来
所
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

各 

種 

相 

談

【
人
権
身
の
上
・

　

 
 
 
 
 

行
政
相
談
】

〔
日
時
〕 

１
月
12
日
（
木
）

　
　
　 

２
月
９
日
（
木
）

　
両
日
と
も
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
会
場
へ

【
高
次
脳
機
能

　
　障
害
の
相
談
】

【
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

に
よ
る
相
談
】

　
健
康
の
こ
と
・
育
児
の
こ

と
・
栄
養
の
こ
と
な
ど
で
お

悩
み
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
問
題
解
決
に
向
け
て

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
に
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
、
町
施
設
で
相

談
に
対
応
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
相
続
・
成
年
後
見
相
談
】

（
司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談
）

〔
日
時
〕
１
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
会
場
へ

右
記
相
談
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
会
場
は
、
福
祉
会
館
２
階

会
議
室

①
〔
日
時
〕
１
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　 

午
後
１
時
～
４
時 

〔
会
場
〕文
化
会
館
１
階
会
議
室

②
〔
日
時
〕２
月
９
日
（
木
）

　

         

午
後
１
時
～
４
時 

〔
会
場
〕福
祉
会
館
２
階
会
議
室 

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

予
約
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
弁
護
士
に
よ
る

 
 
 
 
 

法
律
相
談
】

※
こ
こ
ま
で
の
相
談
の
申
し

込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
保
健
課
☎
83
‐
２
７
７
７

【
税
理
士
に
よ
る

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
相
談
】

つ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
お
話
を
聞

き
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
ご
自
身
か
ら
の
相

談
も
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
直
接
お
話
を
聞
く
以
外
に
、

電
話
相
談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
誰
に
話
し
た
ら
い
い
の
か
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の

か
、
心
配
ご
と
や
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
、
ま
ず
は
一
度
、
左

記
ま
で
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

　
＊
常
時
相
談
員
に
よ
る
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お

話
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　

　
　
　
　
　☎
85-

２
６
１
１

【
消
費
者
相
談
】

～
１
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

〔
日
時
〕
　
１
月
18
日
（
水
）
　

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

〔
会
場
〕
福
祉
会
館
２
階
　

〔
相
談
員
〕
元
東
京
都
消
費
生

活
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
員

〔
費
用
〕
　
　
無
料

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産

業
課

　
　 

☎
83
‐
２
２
９
５

各
種
相
談

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
等

の
事
業
環
境
変
化
の
影
響
を

受
け
る
中
小
・
小
規
模
事
業

者
を
支
援
す
る
た
め
に
、
消

費
税
制
度
に
関
す
る
税
務
相

談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。
　

〔
日
時
〕
　
１
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
19
日
（
木
）

午
後
１
時
～
５
時
（
予
約
制
）

〔
会
場
〕
町
役
場
２
階
委
員
会

室
Ｂ

〔
対
象
〕
中
小
・
小
規
模
事
業

者※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、

青
梅
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　☎
23-

０
１
１
３

防災行政無線

メッセージサービス

　つぎの電話番号におかけいただ

くと、防災行政無線を聞き直すこ

とができます。　　　　　

※防災行政無線メッセージサービス

　　　　　　　☎８３－２２３３

カ
ッ
ト
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No.829 2023 年 1 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

1 月 15 日～ 31 日 カレンダー 町内開催の行事・各種相談を掲載。「■」は

事前申込が必要、「→㌻」は詳細の記事あり。

日・曜日 町民みなさん向けの内容　【☆】観光施設イベントは町外からも来場可能

１５・日

１６・月
マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～役場 ) → 6 ㌻

   ヘルシー体操 (14:00 ～文化会館 )　

１７・火

１８・水
　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～文化会館 ) → 6 ㌻
■筋力向上トレーニング講習会 ( ９:30 ～福祉会館 ) → 18 ㌻・先着順〆
■ウエルカムランチ (11:30 ～氷川保育園 : 見学・給食試食 ) → 19 ㌻・先着順

１９・木

２０・金

２１・土

２２・日 　奥多摩吹奏楽団第 1回記念演奏会 (14:00 ～瑞穂町スカイホール )

２３・月 　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～役場 ) → 6 ㌻

２４・火

２５・水
　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～文化会館 ) → 6 ㌻
■高次脳機能障害相談 ( ９:00 ～保健福祉センター ) → 12 ㌻・前日〆
　あそびの広場 (14:00 ～文化会館 ) → 18 ㌻

２６・木 　ヘルシー体操 (10:00 ～文化会館 ) 

２７・金 ■食育講習会 (10:00 ～保健福祉センター ) → 19 ㌻・1/20 〆
■心理・発達相談 (10:30 ～きこりん・鎌田臨床心理士 ) → 12 ㌻・前日〆

２８・土
マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～役場 ) → 6 ㌻

■弁護士による法律相談 (13:00 ～文化会館 ) → 12 ㌻
　相続・成年後見相談 (13:00 ～福祉会館 ) → 12 ㌻

２９・日

３０・月
マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～役場 ) → 6 ㌻

　ヘルシー体操 (14:00 ～文化会館 )

３１・火

《今月の納期１／３１(火 )》 　国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料 各第７期分

　　　　　　　　　　　　　　町・都民税第４期分

シニアのための

日にち

時 間

場 所

令和５年 ２月 ２日（木）

① ： ～ ：

② ： ～ ：

福祉会館 階 集会室

㊟ 駐車場がございませんので、公共交通機関によりお越しください。

※感染予防のため、当日の検温とマスクの着用をお願いします。※体調がすぐれない方 発熱や風邪症状のある方 は来場をお控えください。

第７回

【お問い合わせ】スマートフォン普及啓発事業事務局 ☎ （年末年始を除く平日９時～ 時）
【主催】東京都デジタルサービス局 戦略部 【協力】 お太助隊 奥多摩町地域包括支援センター

【お問い合わせ】 奥多摩町地域包括支援センター ☎

相談会の様子

スマホをさわるのが怖い思

いでしたが、わかりやすく教

えていただいたので、今度は

楽しくスマホが使えそうで気

が楽になりました。

（感想抜粋）

アドバイザーとの１対１の個別相談で、日頃のスマホに関するお悩みを気軽に相談できます！
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No.829 2023 年 1 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

産
後
ケ
ア
事
業
ほ
か

＜二種混合ワクチンの接種＞

～小学校 6年生のお子さんの保護者のみなさんへ～

　二種混合（ジフテリア・破傷風）の予防接種はお済でしょうか。令和４年度に対象の方が公費

負担で接種することができる期間は、３月３１日までとなります。接種対象期間の期日が迫って

いますので、接種がお済でない場合には早急に接種してください。

　この期間中に接種をお受けにならない場合は、接種時に費用（約５千円）が発生しますのでご

注意ください。１２月３１日現在において接種がお済でない方には、再度通知を予定しておりま

すので、詳細および注意事項などは、個別通知をご覧ください。

〔実施医療機関〕双葉会診療所（☎８３－３４５４）・奥多摩病院（☎８３－２１４５）

　　　　　　　 古里診療所（☎８５－８７５７）

＊接種日時は医療機関によって異なりますので、必ず事前に電話などで予約してください。

　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

　「簡単！やさしいお食事づくり講習会」　（障害者自立生活サポート事業）

　障害がある方も気楽に参加できるやさしい講習会です。参加者一人一人がご自身のできることを

頑張り、助け合いながら、身体に優しい食事を作り、楽しく食べる講習会です。みなさまの申し込

みをお待ちしております。

〔日　時〕　１月１４日（土）　午前９時３０分から午後１時３０分

〔会　場〕　保健福祉センター　栄養指導室

〔対象者〕　身体障害者手帳・精神保健福祉手帳・愛の手帳などをお持ちの方、もしくは同等の障害が

　　　　　あると判断される方で、保健福祉センターにいらっしゃることができる方

　＊初めて申し込みをされる方は、担当保健師にお身体の状況をお聞かせください。

　※申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３ー２７７７

産後ケア事業のお知らせ～出産後のママをサポート～

　出産直後は、心身ともに不安定になりやすい時期です。町では、母子ともに安心して生活ができるよう、

産後の母親が休息を取り、助産師などによる専門的なケアを受けられる産後ケア事業を始めました。

【サービスの内容】

　産後の母親と赤ちゃんの健康状態の確認、乳房ケア、授乳方法の指導・育児相談、休息の提供

【産後ケア事業の対象となる方】

　産後に心身の不調や育児不安などがある、出産後１年を経過していない、町に住民票のある方

【産後ケア事業の種類、利用日数、利用料ほか】

＊利用日初日の１１日前までに、利用取りやめの連絡がなかった場合、別途キャンセル料がかかります。

※申し込み、問い合わせは、子育て世代包括支援センター（保健福祉センター内）☎８３ー２７７７

　　

　種　類　 利用日数 利用施設 利用料
多胎児の場合

（１日１人につき）

宿泊型

７日まで

森田助産院

（福生市）

１泊６，０００円
（２泊目以降は１泊ごとに３，０００円加算）

１，６００円加算

デイサービス型 ２，５００円（１日につき） １，５００円加算

訪問型 調整中 １，５００円
(1 日９０分以内につき）

 ８００円加算
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No.829 令和 5年 1月 5日広 報 お く た ま

日・曜日 町民みなさん向けの内容　【☆】観光施設などイベントは町外からも来場可能

１・水
　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～文化会館 ) → 6 ㌻
■高次脳機能障害相談 ( ９:00 ～保健福祉センター ) → 12 ㌻・前日〆

２・木
　シニアのための「スマホ相談会」( ① 10:00 ～ ② 13:30 ～福祉会館 ) → 13 ㌻
　元気アップおくたま事業 (13:30 ～～境集会所:健康講話)→19㌻

３・金 　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～役場 ) → 6 ㌻

４・土 　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～役場 ) → 6 ㌻

５・日 　

６・月
　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～役場 ) → 6 ㌻
　ヘルシー体操 (14:00 ～福祉会館 )

７・火 　

８・水

　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～文化会館 ) → 6 ㌻
■高次脳機能障害相談 ( ９:00 ～保健福祉センター ) → 12 ㌻・前日〆
■心理・発達相談 (10:30 ～きこりん・徳井臨床心理士 ) → 12 ㌻・前日〆
　１・２・４・５歳児歯科健診・乳幼児歯科相談 (13:00 ～保健福祉センター ) → 14 ㌻

９・木
　人権身の上・行政相談 (13:00 ～福祉会館 ) → 12 ㌻
■弁護士による法律相談 (13:00 ～福祉会館 ) → 12 ㌻

１０・金
　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～役場 ) → 6 ㌻
■ウエルカムランチ (11:30 ～古里保育園 : 見学・給食試食 ) → 19 ㌻・先着順

１１・土 　

１２・日 　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～文化会館 ) → 6 ㌻

１３・月 　絵本といっしょ (11:00 ～きこりん ) → 18 ㌻

１４・火 　

１５・水
　マイナポイント申込支援臨時窓口 (9:15 ～文化会館 ) → 6 ㌻
■高次脳機能障害相談 ( ９:00 ～保健福祉センター ) → 12 ㌻・前日〆

＜２月末までの主なイベント＞

１６日（木） ヘルシー体操 (10:00 ～福祉会館 )
１７日（金）元気アップおくたま事業 (13:30 ～～峰谷生活館:ゲーム＆座ってできる簡単体操)→19㌻
２０日（月）元気アップおくたま事業 (13:30 ～～丹三郎生活館:出張ヘルシー体操)→19㌻
２４日（金）心理・発達相談 (10:30 ～きこりん・鎌田臨床心理士 ) → 12 ㌻・前日〆
２７日（月）ヘルシー体操 (14:00 ～福祉会館 )

町内開催の行事・各種相談を掲載。「■」は

事前申込が必要、「→㌻」は詳細の記事あり。
２月 1 日～ 15 日 カレンダー

母
子
健
診
日
程
表

２月８日（水）　保健福祉センター

　13:00 ～ 13:20 受付
　１・２・４・５歳児歯科健診
　乳幼児歯科相談
　　（＊歯科相談のみ要予約）
　…平成30・令和元・3・４年１月生まれ

２月１７日（金）　保健福祉センター

　13:00 ～ 13:10 受付
　3・4 か月児健診
　  …令和 4 年 9・10 月生まれ

２月２２日（水）　保健福祉センター

　13:00 ～ 13:10 受付
　1 歳 6 か月児健診
　　…令和 3 年 6・7 月生まれ
　13:10 ～ 13:20 受付

　 3 歳児健診
　  …令和元年 12・令和２年１月生まれ

【離乳食講習会】

　保健福祉センターでは、離乳準備期から完了

期の講習会を行います。ご希望の方は２月１０日

（金）までにお申し込みください。

【日時】２月１７日( 金 )午後２時～３時

※申し込み、問い合わせは、

　　　　　　　福祉保健課　☎８３－２７７７

＜子供の予防接種について＞

　予診票をお持ちでない方は、保健福祉センター

までご連絡ください。

 病院の予診票を使用した場合、実費が発生する

ことがあります。

※問い合わせは、福祉保健課 ☎８３－２７７７
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No.829 2023 年 1 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

産
後
ケ
ア
事
業
ほ
か

＜二種混合ワクチンの接種＞

～小学校 6年生のお子さんの保護者のみなさんへ～

　二種混合（ジフテリア・破傷風）の予防接種はお済でしょうか。令和４年度に対象の方が公費

負担で接種することができる期間は、３月３１日までとなります。接種対象期間の期日が迫って

いますので、接種がお済でない場合には早急に接種してください。

　この期間中に接種をお受けにならない場合は、接種時に費用（約５千円）が発生しますのでご

注意ください。１２月３１日現在において接種がお済でない方には、再度通知を予定しておりま

すので、詳細および注意事項などは、個別通知をご覧ください。

〔実施医療機関〕双葉会診療所（☎８３－３４５４）・奥多摩病院（☎８３－２１４５）

　　　　　　　 古里診療所（☎８５－８７５７）

＊接種日時は医療機関によって異なりますので、必ず事前に電話などで予約してください。

　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

　「簡単！やさしいお食事づくり講習会」　（障害者自立生活サポート事業）

　障害がある方も気楽に参加できるやさしい講習会です。参加者一人一人がご自身のできることを

頑張り、助け合いながら、身体に優しい食事を作り、楽しく食べる講習会です。みなさまの申し込

みをお待ちしております。

〔日　時〕　１月１４日（土）　午前９時３０分から午後１時３０分

〔会　場〕　保健福祉センター　栄養指導室

〔対象者〕　身体障害者手帳・精神保健福祉手帳・愛の手帳などをお持ちの方、もしくは同等の障害が

　　　　　あると判断される方で、保健福祉センターにいらっしゃることができる方

　＊初めて申し込みをされる方は、担当保健師にお身体の状況をお聞かせください。

　※申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３ー２７７７

産後ケア事業のお知らせ～出産後のママをサポート～

　出産直後は、心身ともに不安定になりやすい時期です。町では、母子ともに安心して生活ができるよう、

産後の母親が休息を取り、助産師などによる専門的なケアを受けられる産後ケア事業を始めました。

【サービスの内容】

　産後の母親と赤ちゃんの健康状態の確認、乳房ケア、授乳方法の指導・育児相談、休息の提供

【産後ケア事業の対象となる方】

　産後に心身の不調や育児不安などがある、出産後１年を経過していない、町に住民票のある方

【産後ケア事業の種類、利用日数、利用料ほか】

＊利用日初日の１１日前までに、利用取りやめの連絡がなかった場合、別途キャンセル料がかかります。

※申し込み、問い合わせは、子育て世代包括支援センター（保健福祉センター内）☎８３ー２７７７
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＊接種日時は医療機関によって異なりますので、必ず事前に電話などで予約してください。

　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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産後ケア事業のお知らせ～出産後のママをサポート～

　出産直後は、心身ともに不安定になりやすい時期です。町では、母子ともに安心して生活ができるよう、
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　「簡単！やさしいお食事づくり講習会」　（障害者自立生活サポート事業）

　障害がある方も気楽に参加できるやさしい講習会です。参加者一人一人がご自身のできることを

頑張り、助け合いながら、身体に優しい食事を作り、楽しく食べる講習会です。みなさまの申し込

みをお待ちしております。

〔日　時〕　１月１４日（土）　午前９時３０分から午後１時３０分

〔会　場〕　保健福祉センター　栄養指導室

〔対象者〕　身体障害者手帳・精神保健福祉手帳・愛の手帳などをお持ちの方、もしくは同等の障害が

　　　　　あると判断される方で、保健福祉センターにいらっしゃることができる方

　＊初めて申し込みをされる方は、担当保健師にお身体の状況をお聞かせください。
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 ８００円加算
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“ごみを減らす１０アクション”（食品ロス削減の取組）
　“ごみを減らす１０アクション”として、１２月号まで、“３Ｒスリーアールへの取組”「リデュー

ス（ごみの発生を減らす）・リユース（くり返し使う）・リサイクル（資源として再び使用する）」と

して、取組事例などの紹介をしてきました。

　１月号からは、“食品ロス削減への取組”をメインテーマとして、毎号食品ロスに関する各種の情

報提供、削減に向けての取り組み事例などについ紹介をして行きます。

　１回目は、１０月２９日、３０日に行われた「奥多摩ふれあいまつり」の「ごみ減量ＰＲブース」

内で実施した食品ロスに関するアンケート調査の結果について、一部を紹介します。

　【回答者】　男性６３名　女性１２７名　　計１９０名

　【食品ロスに関心がありますか？】「関心がある」「やや関心がある」とした回答者１８２名（全　

　体の９６％）

　【食品ロスに関して意識して行っていることはありますか？】複数回答で４０３件の回答があり　

　ました。内容は、（食事を残さない１１６件　２８.８％）（必要なもの以外は買わない１０９件

　２７％）（必要な分だけ買う８３件２０. ６％）（食材・食品を無駄なく使う９３件２３. １％）

　（特に意識していることは無い２件０.５％）

　このアンケート結果から、住民皆さんの「食品ロス問題」に対する意識の高さをうかがうことが出

来ました。今後、広報でお知らせする内容を参考にしていただきながら、引き続き食品ロスへの関心

や行動をとっていただき、ごみの減量につながるようご協力をお願いいたします。

※問い合わせは、環境整備課（クリーンセンター）　☎８３－２１１０

　　　　　　　　　パソコンを無料回収します！

◇インターネットで簡単申込・１／３１までキャンペーン中◇

　昨今の世界情勢の影響により、パソコン等に含まれるレアメタルの需給がひっ迫しています。

　東京都では、パソコンを回収し、資源を循環させるプロジェクトを実施しています。

　町でも「小型家電リサイクル法」の認定業者である「リネットジャパンリサイクル（株）」と協定を締結し、

家庭で不用になったパソコンの無料回収、リサイクルを進めています。ぜひこの機会にご協力ください。

　【回収手順】

　①申し込み　②不用なパソコンを段ボールに詰める　

　③宅配業者（佐川急便）が希望日時に回収

 ※問い合わせは、リネットジャパンリサイクル（株）　☎０５７０－０８５－８００

奥多摩町障害者自立支援協議会講演会

　町では、障害者への理解を深めるため、海老原けえ子氏をお招きし映画上映会と講演会を行います。

　〔日時〕１月２１日（土）　　開演 午前１０時（開場 午前９時３０分～）

　〔会場〕 文化会館　視聴覚室

　〔演題〕映画「風は生きよという」を上映後、 海老原氏にご講演いただきます。

　＊詳細につきましては、町ホームページやチラシをご覧ください。

　　事前申し込みは不要ですので、当日直接会場へお越しください。

　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

▼申込み・キャンペーン詳細▼
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     新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ
　町では、オミクロン株（ＢＡ４/５）対応ワクチン接種を１月以降は、町内の医療機

関で個別に実施します。接種を希望される方は、下記の日程をご確認いただき、町の

インターネット予約サイトまたは福祉保健課☎８３－２７７７までご連絡いただき予約を

お願いします。なお、新型コロナウイルスワクチン接種コールセンターは１２月末で終

了しましたのでご承知ください。

【オミクロン株対応ワクチンの接種について】

　・１・２回目接種を終了された方のうち、前回の接種から３か月以上経過した１２歳以上の方がオミ

　　クロン株対応ワクチン接種の対象者となります。

　・接種に使用するワクチンは、前回接種したワクチンにかかわらず、ファイザー社製（１２歳以上が対

　　象）またはモデルナ社製（１２歳以上が対象に変更となりました）のワクチン（ｍＲＮＡワクチン）

　　を用いることが適当であるとされています。

区　　　分 接種日 時間 接種会場 ワクチンの種類

オミクロン株 (BA4/5)

 対応ワクチン接種

　　（１２歳以上の方）

１月１３日（金）

２月１０日（金） 

１６：００～

双葉会診療所

ファイザー社製

１月１１日（水）

１月２５日（水）

　２月２２日（水）　

奥多摩病院

１月２４日（火）

２月１４日（火）
古里診療所

1月２７日（金） 双葉会診療所 モデルナ社製

従来型ワクチン接種

＊初回接種の方のみ

１月１７日（火）

２月　７日（火）

２月２８日（火）

古里診療所 ファイザー社製

【乳幼児・小児に対する新型コロナウイルスワクチン接種】

　乳幼児（６か月～４歳）接種、小児（５～１１歳）接種は、東京都のワクチンバスの派遣を受け実施します。

　詳細については、個別にお知らせしています。

【都内の大規模接種】

　新型コロナウイルスワクチン接種は、各会場の条件に該当すれば、奥多摩町の接種会場以外でも接種

が可能です。都内の大規模接種会場で接種希望の方は、東京都のホームページをご覧ください。

【新型コロナウイルスワクチン接種証明書の発行】

　新型コロナウイルスワクチン接種を受けた方であって、海外渡航などの事情により予防接種済証とは

別に接種証明が必要な方に新型コロナウイルスワクチン接種証明書を発行しています。

【個別接種会場・日時】

　町内医療機関での個別接種スケジュールは下記のとおりとなります。

申請方法 窓口または郵送申請 アプリ申請

  必要なもの

・申請書

・旅券（パスポート）またはその写し

・接種履歴が確認できる書類

　予防接種済証（臨時）、接種記録書

　またはその写し

・本人確認書類またはその写し

　（住民票上の住所の記載されたもの）

事前にアプリをダウンロード

　App Store または Google Play で「接種証明書ア

プリ」と検索して、インストールできます。

・マイナンバーカード

・マイナンバーカードの券面入力補助用暗証番号

　（カード受取の際に設定した４桁の数字）

・パスポート（海外用を発行する方）

ワクチン接種後も、マスクの着用、手洗い・手指消毒、ゼロ密など、感染予防にご協力をお願いします。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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お願いします。なお、新型コロナウイルスワクチン接種コールセンターは１２月末で終

了しましたのでご承知ください。

【オミクロン株対応ワクチンの接種について】
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　　クロン株対応ワクチン接種の対象者となります。

　・接種に使用するワクチンは、前回接種したワクチンにかかわらず、ファイザー社製（１２歳以上が対

　　象）またはモデルナ社製（１２歳以上が対象に変更となりました）のワクチン（ｍＲＮＡワクチン）

　　を用いることが適当であるとされています。

区　　　分 接種日 時間 接種会場 ワクチンの種類

オミクロン株 (BA4/5)

 対応ワクチン接種

　　（１２歳以上の方）

１月１３日（金）

２月１０日（金） 
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双葉会診療所

ファイザー社製
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２月１４日（火）
古里診療所
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従来型ワクチン接種

＊初回接種の方のみ

１月１７日（火）
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２月２８日（火）

古里診療所 ファイザー社製

【乳幼児・小児に対する新型コロナウイルスワクチン接種】

　乳幼児（６か月～４歳）接種、小児（５～１１歳）接種は、東京都のワクチンバスの派遣を受け実施します。

　詳細については、個別にお知らせしています。

【都内の大規模接種】

　新型コロナウイルスワクチン接種は、各会場の条件に該当すれば、奥多摩町の接種会場以外でも接種

が可能です。都内の大規模接種会場で接種希望の方は、東京都のホームページをご覧ください。

【新型コロナウイルスワクチン接種証明書の発行】

　新型コロナウイルスワクチン接種を受けた方であって、海外渡航などの事情により予防接種済証とは

別に接種証明が必要な方に新型コロナウイルスワクチン接種証明書を発行しています。

【個別接種会場・日時】

　町内医療機関での個別接種スケジュールは下記のとおりとなります。

申請方法 窓口または郵送申請 アプリ申請

  必要なもの

・申請書

・旅券（パスポート）またはその写し

・接種履歴が確認できる書類

　予防接種済証（臨時）、接種記録書

　またはその写し

・本人確認書類またはその写し

　（住民票上の住所の記載されたもの）

事前にアプリをダウンロード

　App Store または Google Play で「接種証明書ア

プリ」と検索して、インストールできます。

・マイナンバーカード

・マイナンバーカードの券面入力補助用暗証番号

　（カード受取の際に設定した４桁の数字）

・パスポート（海外用を発行する方）

ワクチン接種後も、マスクの着用、手洗い・手指消毒、ゼロ密など、感染予防にご協力をお願いします。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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了しましたのでご承知ください。

【オミクロン株対応ワクチンの接種について】
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　　クロン株対応ワクチン接種の対象者となります。

　・接種に使用するワクチンは、前回接種したワクチンにかかわらず、ファイザー社製（１２歳以上が対

　　象）またはモデルナ社製（１２歳以上が対象に変更となりました）のワクチン（ｍＲＮＡワクチン）

　　を用いることが適当であるとされています。

区　　　分 接種日 時間 接種会場 ワクチンの種類
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＊初回接種の方のみ

１月１７日（火）

２月　７日（火）

２月２８日（火）

古里診療所 ファイザー社製

【乳幼児・小児に対する新型コロナウイルスワクチン接種】

　乳幼児（６か月～４歳）接種、小児（５～１１歳）接種は、東京都のワクチンバスの派遣を受け実施します。

　詳細については、個別にお知らせしています。

【都内の大規模接種】

　新型コロナウイルスワクチン接種は、各会場の条件に該当すれば、奥多摩町の接種会場以外でも接種

が可能です。都内の大規模接種会場で接種希望の方は、東京都のホームページをご覧ください。

【新型コロナウイルスワクチン接種証明書の発行】

　新型コロナウイルスワクチン接種を受けた方であって、海外渡航などの事情により予防接種済証とは

別に接種証明が必要な方に新型コロナウイルスワクチン接種証明書を発行しています。

【個別接種会場・日時】

　町内医療機関での個別接種スケジュールは下記のとおりとなります。

申請方法 窓口または郵送申請 アプリ申請

  必要なもの

・申請書

・旅券（パスポート）またはその写し

・接種履歴が確認できる書類

　予防接種済証（臨時）、接種記録書

　またはその写し

・本人確認書類またはその写し

　（住民票上の住所の記載されたもの）

事前にアプリをダウンロード

　App Store または Google Play で「接種証明書ア

プリ」と検索して、インストールできます。

・マイナンバーカード

・マイナンバーカードの券面入力補助用暗証番号

　（カード受取の際に設定した４桁の数字）

・パスポート（海外用を発行する方）

ワクチン接種後も、マスクの着用、手洗い・手指消毒、ゼロ密など、感染予防にご協力をお願いします。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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　　を用いることが適当であるとされています。
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ワクチン接種後も、マスクの着用、手洗い・手指消毒、ゼロ密など、感染予防にご協力をお願いします。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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“ごみを減らす１０アクション”（食品ロス削減の取組）
　“ごみを減らす１０アクション”として、１２月号まで、“３Ｒスリーアールへの取組”「リデュー

ス（ごみの発生を減らす）・リユース（くり返し使う）・リサイクル（資源として再び使用する）」と

して、取組事例などの紹介をしてきました。

　１月号からは、“食品ロス削減への取組”をメインテーマとして、毎号食品ロスに関する各種の情

報提供、削減に向けての取り組み事例などについ紹介をして行きます。

　１回目は、１０月２９日、３０日に行われた「奥多摩ふれあいまつり」の「ごみ減量ＰＲブース」

内で実施した食品ロスに関するアンケート調査の結果について、一部を紹介します。

　【回答者】　男性６３名　女性１２７名　　計１９０名

　【食品ロスに関心がありますか？】「関心がある」「やや関心がある」とした回答者１８２名（全　

　体の９６％）

　【食品ロスに関して意識して行っていることはありますか？】複数回答で４０３件の回答があり　

　ました。内容は、（食事を残さない１１６件　２８.８％）（必要なもの以外は買わない１０９件

　２７％）（必要な分だけ買う８３件２０. ６％）（食材・食品を無駄なく使う９３件２３. １％）

　（特に意識していることは無い２件０.５％）

　このアンケート結果から、住民皆さんの「食品ロス問題」に対する意識の高さをうかがうことが出

来ました。今後、広報でお知らせする内容を参考にしていただきながら、引き続き食品ロスへの関心

や行動をとっていただき、ごみの減量につながるようご協力をお願いいたします。

※問い合わせは、環境整備課（クリーンセンター）　☎８３－２１１０

　　　　　　　　　パソコンを無料回収します！

◇インターネットで簡単申込・１／３１までキャンペーン中◇

　昨今の世界情勢の影響により、パソコン等に含まれるレアメタルの需給がひっ迫しています。

　東京都では、パソコンを回収し、資源を循環させるプロジェクトを実施しています。

　町でも「小型家電リサイクル法」の認定業者である「リネットジャパンリサイクル（株）」と協定を締結し、

家庭で不用になったパソコンの無料回収、リサイクルを進めています。ぜひこの機会にご協力ください。

　【回収手順】

　①申し込み　②不用なパソコンを段ボールに詰める　

　③宅配業者（佐川急便）が希望日時に回収

 ※問い合わせは、リネットジャパンリサイクル（株）　☎０５７０－０８５－８００

奥多摩町障害者自立支援協議会講演会

　町では、障害者への理解を深めるため、海老原けえ子氏をお招きし映画上映会と講演会を行います。

　〔日時〕１月２１日（土）　　開演 午前１０時（開場 午前９時３０分～）

　〔会場〕 文化会館　視聴覚室

　〔演題〕映画「風は生きよという」を上映後、 海老原氏にご講演いただきます。

　＊詳細につきましては、町ホームページやチラシをご覧ください。

　　事前申し込みは不要ですので、当日直接会場へお越しください。

　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

▼申込み・キャンペーン詳細▼
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カ
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 「元気アップおくたま事業」　　

「元気アップおくたま事業」では、各地区の

健康課題に合わせた講話や体操、調理実習など

のプログラムにより、みなさんの健康意識を高

めるサポートをします。

　「元気アップ」のための情報が得られるよい

機会ですので、ぜひご参加ください。

〔日時・会場・内容〕カレンダー参照

　＊プログラムは各月で異なります。

　＊調理実習は事前申し込み制ですので、ご注

　　意ください。

　　持ち物は、エプロン、三角巾、手拭き用タ

　　オル、マスクです。

　＊体操は、事前申込不要です。

　　持ち物は、タオル、水分補給用飲み物、　　

　　マスクです。

【材料】（４人分）

・カリフラワー     ３００ｇ（1/2 房）

・ツナ缶                 ７０ｇ (1 缶）

　　

　　・マヨネーズ   ４８ｇ（大さじ 4）

　　・塩　　　　　　少々

　　・こしょう　　　少々

・パセリ　　　　　　 少々

【作り方】

① ツナ缶は油をきっておく。

　 カリフラワーは小房にわける。

② 鍋に湯を沸かし、カリフラワーを茹でる。

   茹でた後、ザルにあげて冷ます。

③ ボウルにカリフラワーとツナと★（調味料）を

　 加え、あえたらパセリをちらす。 

１人分の栄養価

☆　エネルギー 152kcal　たんぱく質 5.5 ｇ

　　脂質 12.9 ｇ　糖質 2.3 ｇ　食塩相当量 0.7 ｇ

ウ
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♪

お手軽一品。カリフラワーのツナマヨ和え

★お知らせ★

　カリフラワーはビタミンＣが豊富な野菜です。ビタミンＣは皮膚や腱、軟骨などを構成するタン

パク質やコラーゲンを合成するために必要なビタミンで、皮膚や骨の健康を保つ働きがあります。

　冬が旬の野菜でもあり、サラダのほか、シチューやグラタンなどの料理にも活用できます。

ウエルカムランチ  ～保育園児と一緒に給食を食べませんか？～

日　　　　　時 会　 場 対　 象 人　 数 参 加 費

 　１月１３日（金）午前１１時２０分集合 古里保育園

原則５０歳以上
２～３名

（先着順）
１人３００円

　１月１８日（水）午前１１時２０分集合 氷川保育園

食　育　講　習　会

「おいしく減塩～塩分２ｇの食事」

　　食育講習会は、町民の方々の健康の維持・

　増進を目的とした調理実習です。

　　月ごとに生活習慣病予防や健康増進をテー

　マに、健康で美味しいメニューを作って試食

　していただきます。

　　皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひご参加く

　ださい。

　〔日　時〕  １月２７日（金）

　　　　　　午前１０時～午後１時

　〔会　場〕　保健福祉センター

　〔持ち物〕  エプロン・三角巾・タオル・マスク

　〔参加費〕　３００円　

　〔定　員〕　先着１６名

　〔申込締切〕　１月２０日（金）

※このページについての申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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No.829 令和 5年 1月 5日広 報 お く た ま

令和４年度子育て世帯生活支援特別給付金のご案内（再案内）
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■ひとり親世帯の方

　　【支給対象者】

　　次の①～③のいずれかに該当する方

　　　①令和４年４月分の児童扶養手当の支給を受けている方（申請不要で６月中に支給済です）。

　　　②公的年金等を受給していることにより、令和４年４月分の児童扶養手当の支給を受けていない

　　　　方（ただし、児童扶養手当の支給要件を満たす方）。

　　　③令和４年４月分の児童扶養手当は受給していないが、新型コロナウイルス感染症の影響により

　　　　家計が急変し、収入が児童扶養手当受給者と同じ水準になっている方。

■ひとり親世帯以外の方

　　次の①②のいずれかに該当する方

　　　①令和４年３月３１日時点で１８歳未満の児童（一定の障害がある場合は２０歳未満の児童）を

　　　　養育している、令和４年度住民税非課税世帯の方。

　　　②令和４年１月１日以降に新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変し、令和４年度分

　　　　の住民税均等割が非課税相当の収入となった世帯の方。

　　　＊令和４年４月分の児童手当もしくは特別児童扶養手当の支給を受けている方で令和４年度住民

　　　　税非課税世帯の方には、申請不要で６月中に支給済です。

　　　＊令和４年４月１日から令和５年２月２８日に生まれた新生児も対象です。

　【給付額】児童一人あたり　一律５万円

　【申請手続きなど】申請手続きが必要です。該当すると思われる方は、お早目にお問い合わせください。

　【申請期限】２月２８日（火）

※問い合わせは、子ども家庭支援センター　☎８５－２６１１

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯の生活を支援するた

め、給付金を支給しています。申請期限が近づいていますので、該当になる方でまだお手続きをされ

ていない方は、担当までお問い合わせください。

あそびの広場
「昔遊びを楽しもう！」

〔日時〕１月２５日（水）午後２時～３時３０分

〔会場〕文化会館　ホール

〔講師〕原島 和喜さん ほか

〔内容〕ベーゴマ、お手玉、けん玉、羽根つきなど

絵本といっしょ
〔日時〕２月１３日（月）

　　　 午前 1１時～１１時４０分

〔会場〕子ども家庭支援センター（きこりん）

〔内容〕相談員の読み聞かせ・ 指遊び

※問い合わせは、子ども家庭支援センター

　　　　　　　　　　　      ☎８５－２６１１

筋力向上
トレーニング講習会

〔日時・会場〕カレンダー参照（２時間程度）

〔参加資格〕町内在住・在勤の４０歳以上の方

〔持ち物〕動きやすい服装、上履き、タオル、　

　　　　 飲み物

　この講習会を受講し、受講者を含むグループ

登録をすることで、福祉会館の機能訓練室を利

用することができます。

　参加希望者が数名集まった時に日程調整を行

い、随時開催しています。

　再受講の希望も受け付けます。

　別日程での開催希望のある方は、お気軽にお

電話でお問い合わせください。

※申し込み、問い合わせは、

　　　　　　　福祉保健課　☎８３－２７７７
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No.829 2023 年 1 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

カ
ッ
ト

 「元気アップおくたま事業」　　

「元気アップおくたま事業」では、各地区の

健康課題に合わせた講話や体操、調理実習など

のプログラムにより、みなさんの健康意識を高

めるサポートをします。

　「元気アップ」のための情報が得られるよい

機会ですので、ぜひご参加ください。

〔日時・会場・内容〕カレンダー参照

　＊プログラムは各月で異なります。

　＊調理実習は事前申し込み制ですので、ご注

　　意ください。

　　持ち物は、エプロン、三角巾、手拭き用タ

　　オル、マスクです。

　＊体操は、事前申込不要です。

　　持ち物は、タオル、水分補給用飲み物、　　

　　マスクです。

【材料】（４人分）

・カリフラワー     ３００ｇ（1/2 房）

・ツナ缶                 ７０ｇ (1 缶）

　　

　　・マヨネーズ   ４８ｇ（大さじ 4）

　　・塩　　　　　　少々

　　・こしょう　　　少々

・パセリ　　　　　　 少々

【作り方】

① ツナ缶は油をきっておく。

　 カリフラワーは小房にわける。

② 鍋に湯を沸かし、カリフラワーを茹でる。

   茹でた後、ザルにあげて冷ます。

③ ボウルにカリフラワーとツナと★（調味料）を

　 加え、あえたらパセリをちらす。 

１人分の栄養価

☆　エネルギー 152kcal　たんぱく質 5.5 ｇ

　　脂質 12.9 ｇ　糖質 2.3 ｇ　食塩相当量 0.7 ｇ
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お手軽一品。カリフラワーのツナマヨ和え

★お知らせ★

　カリフラワーはビタミンＣが豊富な野菜です。ビタミンＣは皮膚や腱、軟骨などを構成するタン

パク質やコラーゲンを合成するために必要なビタミンで、皮膚や骨の健康を保つ働きがあります。

　冬が旬の野菜でもあり、サラダのほか、シチューやグラタンなどの料理にも活用できます。

ウエルカムランチ  ～保育園児と一緒に給食を食べませんか？～

日　　　　　時 会　 場 対　 象 人　 数 参 加 費

 　１月１３日（金）午前１１時２０分集合 古里保育園

原則５０歳以上
２～３名

（先着順）
１人３００円

　１月１８日（水）午前１１時２０分集合 氷川保育園

食　育　講　習　会

「おいしく減塩～塩分２ｇの食事」

　　食育講習会は、町民の方々の健康の維持・

　増進を目的とした調理実習です。

　　月ごとに生活習慣病予防や健康増進をテー

　マに、健康で美味しいメニューを作って試食

　していただきます。

　　皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひご参加く

　ださい。

　〔日　時〕  １月２７日（金）

　　　　　　午前１０時～午後１時

　〔会　場〕　保健福祉センター

　〔持ち物〕  エプロン・三角巾・タオル・マスク

　〔参加費〕　３００円　

　〔定　員〕　先着１６名

　〔申込締切〕　１月２０日（金）

※このページについての申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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 　１月１３日（金）午前１１時２０分集合 古里保育園

原則５０歳以上
２～３名

（先着順）
１人３００円

　１月１８日（水）午前１１時２０分集合 氷川保育園

食　育　講　習　会

「おいしく減塩～塩分２ｇの食事」

　　食育講習会は、町民の方々の健康の維持・

　増進を目的とした調理実習です。

　　月ごとに生活習慣病予防や健康増進をテー

　マに、健康で美味しいメニューを作って試食

　していただきます。

　　皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひご参加く

　ださい。
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※このページについての申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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◎除雪・雪下ろしの注意点

　除雪や雪下ろしは、命綱やヘルメット、滑りにくい靴を着用して必ず二人以上で行いましょう。

　晴れの日は屋根の雪が緩むので、落雪に注意しましょう。

　また、地域の皆さんで利用する生活道の除雪は、できる限り地域で協力して行うよう、お願いします。

　積雪時には、町の住民サービスや公共施設、ライフラインに支障が出る場合があります。その際には、

防災行政無線などを通じて住民皆さんにお知らせします。

　※問い合わせは、総務課　☎８３－２３４９

～人工透析医療を受けられている方へ～

　　大雪の際は、積雪による鉄道や道路の不通のため、通院が困難になる恐れがあります。

　　積雪時の通院について、必ず事前にかかりつけ透析医療機関と相談しておいてください。

　　また、可能であれば、大雪の予報が出たときに、前もって医療機関に近い宿泊場所（親族宅・ホテ

　ルなど）を確保できるよう、事前に準備をしてください。

　　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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《次ページへ続く》

雪
害
へ
の
備
え

大雪災害に備えましょう

　本格的に雪のシーズンとなりました。気象庁は、この冬、関東甲信地方は平年よりも気温が低くなる

と予報しており、それに伴い、降雪量が平年以上となることも考えられます。奥多摩町では平成２６年２

月の大雪災害が記憶に新しいところですが、大雪が降った時に慌てることがないよう、日頃から、大雪

への備えをしておきましょう。

【大雪への事前の備え】

◎気象情報について知る

　降雪時に慌てないためには、気象庁が発表する警報や注意報、予報、降積雪の

状況などに注意することが重要です。気象庁が発表する気象情報について事前に

知っておくとともに、日頃から、気象庁ホームページ、テレビ、ラジオなどから気象

情報を積極的に収集するようにしましょう。

　なお、気象庁のホームページでは、「今後の雪」の予報（降雪短時間予報）を見ることができます。

ここでは、積雪の状況や６時間後までの降雪量の予報が確認できます。

◎不要不急の外出を控えるための備え

　降雪予報が出たら、外出しないで済むように早めに食料の備蓄をし、停電に備えて電気がなくても暖

をとれる準備をしておきましょう。

　広報おくたま令和４年１２月号の１２ページ「ご家庭での防災備蓄は十分ですか？～１週間分の備蓄が

あると安心です～」の記事も参考にしてください。

◎自動車を利用する場合の備え

　積雪時の冬用タイヤやタイヤチェーンの未装着での走行は、スリップなどによる立ち往生の原因となり、

渋滞や事故の原因にもなります。冬の道路では、冬用タイヤの装着を忘れずに行いましょう。

　また、降雪時にやむを得ず自動車を利用する場合に備え、タイヤチェーン、スコップ、手袋、ブースター

ケーブル、携帯電話、懐中電灯など、雪道走行に必要な物品を確認しておきましょう。

【降雪時の行動のポイント】

◎徒歩で移動する場合

　降雪時や降雪後は、道路が大変滑りやすくなるので、外出する場合は滑りにくい長靴などを履き、小

さな歩幅で歩く、靴の裏全体を路面につけて歩くなど、足元に十分注意しましょう。

　特に坂道は、上るときよりも下るときの方が滑って転びやすく危険です。下るときは特に注意しましょう。

　転んだときの怪我の予防のために、帽子をかぶる、手袋をするなど、身に着けるものを工夫すること

も安全対策の一つです。

◎自動車を利用する場合

　自動車の利用は控え、やむを得ず運転の必要がある場合には、事前に満タンに給油しておき、タイヤ

チェーンやスコップなどの雪道走行に必要な物品を備え、走行時は普段の倍以上の車間距離をとり、急

ブレーキや急ハンドルは厳禁です。

◎鉄道を利用する場合

　降雪時は、運転休止やダイヤの乱れにより、通勤や通学などに影響が出ることがあります。

　鉄道の運行情報などを、こまめにチェックしましょう。
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◎除雪・雪下ろしの注意点

　除雪や雪下ろしは、命綱やヘルメット、滑りにくい靴を着用して必ず二人以上で行いましょう。

　晴れの日は屋根の雪が緩むので、落雪に注意しましょう。

　また、地域の皆さんで利用する生活道の除雪は、できる限り地域で協力して行うよう、お願いします。

　積雪時には、町の住民サービスや公共施設、ライフラインに支障が出る場合があります。その際には、

防災行政無線などを通じて住民皆さんにお知らせします。

　※問い合わせは、総務課　☎８３－２３４９

～人工透析医療を受けられている方へ～

　　大雪の際は、積雪による鉄道や道路の不通のため、通院が困難になる恐れがあります。

　　積雪時の通院について、必ず事前にかかりつけ透析医療機関と相談しておいてください。

　　また、可能であれば、大雪の予報が出たときに、前もって医療機関に近い宿泊場所（親族宅・ホテ

　ルなど）を確保できるよう、事前に準備をしてください。

　　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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～高齢者の総合相談窓口～

高齢者や家族のみなさんが、住み慣れた町で安心して暮らしていけるよう、支援をしています。

相談は無料、プライバシーは厳守されますのでお気軽にご相談ください。

域包括支援センター

0428-83-8555
【受付】月曜日～金曜日        【場所】保健福祉センター内（奥多摩病院隣り）

午前８時 30 分～午後５時 15 分 ※ご都合に合わせて、電話、来所、訪問による相談をお受けします。

認知症の
👈👈こちらも地域包括支援センターでおこなっております。

認知症は早めに相談することが重要です！

心配なことがあればお気軽にご相談ください。

など

相談窓口

〇介護保険のサービスを利用したい

〇家族の介護で悩んでいる

〇近所に心配な高齢者がいる

〇最近足腰が弱ってきた

〇最近もの忘れが心配になってきた

〇家での生活を続けられるか不安だ…

〇お金の管理や契約に自信がない…

〇地域でお茶飲み会や体操教室をやりたい

↑ホームページ
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b
u
t
u
k
i
k
i
n
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o
r
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j
p
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t
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v
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t
y
/
c
a
m
p
a
i
g
n
/

c
a
m
p
aig

n
-la

t
e
s
t
/
)

を

参

照
し
Ｔ
Ｎ
Ｒ
ど
う
ぶ
つ
基
金

マ
イ
ペ
ー
ジ
に
登
録
す
る
。

＊
登
録
完
了
後
、
マ
イ
ペ
ー

ジ
を
利
用
す
る
た
め
の
パ
ス

ワ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

②
Ｔ
Ｎ
Ｒ
ど
う
ぶ
つ
基
金
マ

イ
ペ
ー
ジ
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す

る
。
チ
ケ
ッ
ト
申
請
画
面
に

進
み
、
必
要
事
項
を
入
力
す

る
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
整

備
課
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～奥多摩町住宅・建築物土砂災害対策改修補助金について～

〔目的〕

　町では土砂災害特別警戒区域内に建てられている住宅や建築物（以下「住宅等」といいます。）の土

砂災害対策のための改修に要する費用の一部を補助することにより、町民の生命の安全を確保し、災害

に強いまちづくりを推進します。

〔補助の内容〕

　町では土砂災害特別警戒区域の指定に伴い、区域内にある住宅または居室を有する建築物の

土砂災害対策に対する改修について補助金を交付します。

〔補助対象〕

　（１） 町内の土地について法第９条第１項の規定による土砂災害特別警戒区域の指定がなされる

　　　 際に当該土砂災害特別警戒区域内に現に存する民間の建築物であって、建築基準法施行令

　　　 （昭和２５年政令第３３８号）第８０条の３の規定に適合せず、または適合しない部分を有

　　　 するものであること。

　（２） 過去に補助金の交付を受けて土砂災害対策改修を行ったものでないこと。

　（３） 改修工事を実施する前年度に事前に相談を行って下さい。

　　　 なお、申請の受付は年度内に工事を完了できるものに限ります。　

〔補助限度額〕

　補助金の交付額は、補助対象経費の合計額に０．８５を乗じて得た額（１，０００円未満の端数が

あるときは、その額を切り捨てた額）とする。）若しくは２００万円のどちらか低い額とします。

　＊土砂災害特別警戒区域内に建てられている住宅等は、必ずしも改修を行わなければならないと

　　いうことではありません。

　＊指定された土砂災害特別警戒区域は、東京都のホームページで確認できるほか、今回の指定

　　に係る公示図書の縦覧を次の場所で行っています。

　　・ホームページ：http://www2.sabomap.jp/tokyo/index.php

　　・縦覧場所：東京都西多摩建設事務所、奥多摩町役場総務課

　※詳細、問い合わせは、環境整備課　☎（８３）２３６７
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犬
や
猫
の
飼
い
方

犬
や
猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て

●
飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
に
つ

い
て

◎
適
切
な
飼
育
を
し
ま
し
ょ
う

　
飼
い
犬
や
猫
は
適
切
な
飼

育
に
よ
り
、
10
年
以
上
を
共

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
首
輪
に
名
札
を
付
け
る
な

ど
し
て
、
身
元
が
分
か
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
、

不
妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ

う
。

〇
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、

健
康
診
断
や
感
染
症
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
飼
育
で
き
な
い
事
情
が
で

き
た
場
合
は
、
引
き
取
っ
て

く
れ
る
人
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
り
、

愛
情
を
も
っ
て
飼
育
し
ま

し
ょ
う
。

◎
愛
玩
動
物
（
ペ
ッ
ト
）
の

遺
棄
・
虐
待
は
犯
罪
で
す

〇
殺
傷
し
た
場
合
…
５
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
５
０
０
万

円
以
下
の
罰
金

〇
遺
棄
・
虐
待
し
た
場
合
…

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

◎
感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は

人
か
ら
犬
や
猫
に
も
感
染
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

た
め
、
飼
い
主
か
ら
ペ
ッ
ト

に
感
染
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
、

飼
い
主
の
日
頃
か
ら
の
感
染

症
予
防
対
策
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
が
ペ
ッ
ト
か
ら
人
へ
感

染
し
た
こ
と
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
他
の
動
物
由

来
の
感
染
症
予
防
も
兼
ね
て
、

動
物
と
接
触
し
た
後
は
、
手

洗
い
や
手
指
消
毒
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

◎
犬
を
散
歩
す
る
と
き
の
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
犬
の
健
康
の
た
め
に
、
日

常
的
な
散
歩
は
大
切
で
す
。

〇
リ
ー
ド
で
抑
制
し
て
、
他

人
の
迷
惑
と
な
る
場
所
で

排
泄
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

〇
飼
い
犬
の
糞
は
必
ず
持
ち

帰
り
、
尿
は
水
で
流
し
ま
し
ょ

う
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
り
、

飼
い
主
や
近
隣
の
人
に
と
っ

て
も
、
気
持
ち
の
い
い
も
の

に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
猫
を
室
内
で
飼
育
し
ま

し
ょ
う

　
猫
に
と
っ
て
家
の
外
は
、

病
気
や
交
通
事
故
な
ど
の
危

険
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
糞
尿
な
ど
で
近
隣

と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
に
も

な
り
ま
す
。

　
室
内
で
飼
育
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
う
し
た
危
険
か

ら
猫
を
守
り
、
近
隣
と
の
ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ

い
て

◎
餌
を
与
え
る
前
に
考
え
ま

し
ょ
う

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
が
お

腹
を
空
か
せ
て
い
る
の
を
見

か
け
て
、
餌
を
与
え
た
く
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
動
物
の
命
は
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
適

切
に
餌
を
与
え
て
あ
げ
る
こ

と
な
ど
が
で
き
な
け
れ
ば
、

周
囲
の
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
り
、
衛
生
環
境
の
悪

化
を
招
い
た
り
、
望
ま
れ
な

い
繁
殖
を
繰
り
返
し
、
結
果

的
に
可
哀
想
な
猫
を
増
や
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〇
餌
を
与
え
る
場
所
は
、
周

囲
の
人
や
場
所
の
管
理
者
か

ら
理
解
を
得
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

〇
餌
を
与
え
る
時
間
を
決
め

て
お
き
、
食
べ
き
れ
る
量
を

与
え
ま
し
ょ
う
。

〇
餌
を
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し

た
り
、
ば
ら
ま
い
て
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
餌
の
周
囲
に
猫
の
ト
イ
レ

を
置
き
、
近
隣
や
場
所
の
管

理
者
か
ら
の
理
解
を
得
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
餌
を
与
え
る
場
所
は
、
清

掃
し
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
不
妊
去
勢
手
術
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
り
、

人
も
猫
も
住
み
や
す
い
地
域

に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不

妊
去
勢
手
術
に
つ
い
て

　
猫
は
１
年
間
で
２
～
３
回

出
産
し
、
１
回
の
出
産
で
約

３
～
８
匹
の
子
猫
を
産
み
、

生
後
約
半
年
か
ら
子
猫
を
生

む
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
１

年
後
に
は
50
匹
以
上
に
増
え

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
公
益
財
団
法
人
ど

う
ぶ
つ
基
金
が
費
用
負
担
し

て
い
る
「
さ
く
ら
ね
こ
無
料

不
妊
手
術
事
業
」
を
活
用
し
、

町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
奥
多
摩
ね
こ
ね
っ
と
」
と
協

働
し
て
、
飼
い
主
の
い
な
い

猫
に
不
妊
去
勢
手
術
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》
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し
て
い
ま
す
。

《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》
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お
困
り
の
方
は
環
境
整
備

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
な
お
、
「
さ
く
ら
ね
こ
無
料

不
妊
手
術
事
業
」
は
次
の
方

法
に
よ
り
、
一
般
枠
で
個
人

の
方
も
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。

①

公

益

財

団

法

人

ど

う

ぶ

つ

基

金

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

(
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.

d
o
u
b
u
t
u
k
i
k
i
n
.
o
r
.
j
p
/

a
c
t
i
v
i
t
y
/
c
a
m
p
a
i
g
n
/

c
a
m
p
aig

n
-la

t
e
s
t
/
)

を

参

照
し
Ｔ
Ｎ
Ｒ
ど
う
ぶ
つ
基
金

マ
イ
ペ
ー
ジ
に
登
録
す
る
。

＊
登
録
完
了
後
、
マ
イ
ペ
ー

ジ
を
利
用
す
る
た
め
の
パ
ス

ワ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

②
Ｔ
Ｎ
Ｒ
ど
う
ぶ
つ
基
金
マ

イ
ペ
ー
ジ
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す

る
。
チ
ケ
ッ
ト
申
請
画
面
に

進
み
、
必
要
事
項
を
入
力
す

る
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
整

備
課
　 

　
☎
83
‐
２
３
６
７

～奥多摩町住宅・建築物土砂災害対策改修補助金について～

〔目的〕

　町では土砂災害特別警戒区域内に建てられている住宅や建築物（以下「住宅等」といいます。）の土

砂災害対策のための改修に要する費用の一部を補助することにより、町民の生命の安全を確保し、災害

に強いまちづくりを推進します。

〔補助の内容〕

　町では土砂災害特別警戒区域の指定に伴い、区域内にある住宅または居室を有する建築物の

土砂災害対策に対する改修について補助金を交付します。

〔補助対象〕

　（１） 町内の土地について法第９条第１項の規定による土砂災害特別警戒区域の指定がなされる

　　　 際に当該土砂災害特別警戒区域内に現に存する民間の建築物であって、建築基準法施行令

　　　 （昭和２５年政令第３３８号）第８０条の３の規定に適合せず、または適合しない部分を有

　　　 するものであること。

　（２） 過去に補助金の交付を受けて土砂災害対策改修を行ったものでないこと。

　（３） 改修工事を実施する前年度に事前に相談を行って下さい。

　　　 なお、申請の受付は年度内に工事を完了できるものに限ります。　

〔補助限度額〕

　補助金の交付額は、補助対象経費の合計額に０．８５を乗じて得た額（１，０００円未満の端数が

あるときは、その額を切り捨てた額）とする。）若しくは２００万円のどちらか低い額とします。

　＊土砂災害特別警戒区域内に建てられている住宅等は、必ずしも改修を行わなければならないと

　　いうことではありません。

　＊指定された土砂災害特別警戒区域は、東京都のホームページで確認できるほか、今回の指定

　　に係る公示図書の縦覧を次の場所で行っています。

　　・ホームページ：http://www2.sabomap.jp/tokyo/index.php

　　・縦覧場所：東京都西多摩建設事務所、奥多摩町役場総務課

　※詳細、問い合わせは、環境整備課　☎（８３）２３６７
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１月の休日・全夜間　担当医療機関（救急患者に限ります）

奥 多 摩 病 院
≪診療時間≫

　●平日外来（月～金）午前9時～ ・【受付時間】午前8時～11時30分

　〇午後診療（月曜日・火曜日・水曜日）午後2時30分～3時30分

　　＊内科診療のみ・前日までに要予約

　〇小児予防接種（同上）午後3時30分～4時30分

　　＊予約希望日の１週間前までに要予約

　　【予約受付】平日の午後1時～4時30分・電話または窓口

≪峰谷診療所≫

　○毎週火曜日　　　 午後2時～3時（整形外科）

　○毎月３回金曜日（内1回は訪問診療）午後2時30分～3時30分（内科）

≪日原診療所≫

　○毎月３回木曜日　 午後2時～3時（内科）

　〇木曜日（４週に１回）　午後1時30分～2時30分（整形外科）

◆受付時間外の診療も事前に電話連絡をお願いします。

　☎０４２８-８３-２１４５（代表）　

　奥多摩病院ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.okutama.tokyo.jp/gyose/

　　　　　　　　　　 kakuka/ka/biyouin.html

  ■禁煙外来（予約制）：禁煙をご希望の方は、ご利用ください。

～
令
和
４
年
11
月
30
日
現
在
、

青
梅
警
察
署
管
内
の
特
殊
詐
欺

被
害
～

　
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
８
件

発
生
し
て
お
り
、
被
害
額
は

１
８
６
６
万
５
千
円
で
す
。

　
特
殊
詐
欺
の
未
然
防
止
件
数

は
８
件
、
被
害
防
止
金
額
は

86
万
５
０
０
０
円
で
す
。

【
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
電
話

機
へ
の
買
い
替
え
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
】

　
ご
自
宅
や
ご
実
家
の
固
定
電

話
に
は
、
留
守
番
電
話
機
能
や

自
動
通
話
録
音
機
が
つ
い
て
い

ま
す
か
。

　
今
年
青
梅
市
内
で
発
生
し
て

い
る
オ
レ
オ
レ
詐
欺
７
件
は
す

べ
て
固
定
電
話
に
か
か
っ
て
き

た
電
話
が
発
端
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
電
話

機
で
は
、
会
話
内
容
が
録
音
さ

れ
る
、
登
録
し
て
い
る
番
号
と

し
て
い
な
い
番
号
で
着
信
時
ラ

ン
プ
の
色
が
変
わ
る
な
ど
様
々

▼
青
梅
警
察
署

　か
ら
お
知
ら
せ
▲

関
係
機
関
の
お
知
ら
せ

奥
多
摩
病
院
ほ
か

【
都
税
に
つ
い
て
】

☆
点
字
で
課
税
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す

　
東
京
都
主
税
局
で
は
、
納
税

通
知
書
の
内
容
を
点
字
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な

る
税
金
は
、
個
人
事
業
税
、
自

動
車
税
種
別
割
で
す
。
お
知
ら

せ
す
る
内
容
は
、税
金
の
種
類
、

納
税
義
務
者
氏
名
、
納
税
通
知

書
番
号
、
納
期
限
、
税
額
、
問

合
せ
先
で
す
。ご
希
望
の
方
は
、

２
月
28
日
（
火
）
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
令
和
５
年
度
分

か
ら
点
字
の
お
知
ら
せ
を
同
封

し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
主
税
局
総

務
部
総
務
課
相
談
広
報
班

☎
０
３
（
５
３
８
８
）
２
９
２
５

な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
家
電
量

販
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で

是
非
ご
家
族
で
購
入
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
警
察

署
防
犯
係

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
☎
22
‐
０
１
１
０

　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
６
２

　
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多

摩
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

【
東
京
し
ご
と

セ
ン
タ
ー
多
摩
】

【
下

水

道

モ

ニ

タ

ー

募

集

】

〔
資
格
〕　
令
和
５
年
４
月
１
日

現
在
、
都
内
在
住
の
満
18
歳
以

上
の
方
（
公
務
員
、
過
去
に
モ

ニ
タ
ー
を
経
験
し
た
方
、
島

し
ょ
在
住
を
除
く
）
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
と
Ｅ
メ
ー
ル
送

受
信
が
で
き
る
方
。

〔
募
集
人
数
〕
１
０
０
０
人
程

度
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選

考
に
よ
り
決
定
）

〔
内
　
容
〕
ア
ン
ケ
ー
ト
（
４
回
）

の
回
答
な
ど

〔
任
　
期
〕
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
１
年
間

〔
謝
　
礼
〕
回
答
数
に
応
じ
図

書
カ
ー
ド
を
贈
呈
（
任
期
末
に

ま
と
め
て
送
付
）

〔
申
込
期
間
〕
１
月
４
日
（
水
）

か
ら
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

＊
詳
細
は
東
京
都
下
水
道
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の
う

え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
※
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道

局
総
務
部
広
報
サ
ー
ビ
ス
課

☎
０
３
（
５
３
２
０
）
６
６
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No.829 令和 5年 1月 5日広 報 お く た ま

町
営
・
公
営
住
宅
入
居

者
募
集
ほ
か

　古里・氷川図書館では、１月２１（土）から２９日（日）までの間、前年度・前々年度版の雑誌と

前年度の付録をお分けします。（ひとり１回５冊まで）ご希望の方は、この期間内に各図書館へお越

しください。開館時間は、午前１０時から午後５時となります。

〔古里図書館〕

（２０年版）すてきにハンドメイド・園芸ガイド・おしゃべりクッキング・NHK ガッテン・かぞくじかん・

プレジデント family・ゆうゆう・明日の友・素敵なあの人

(２１年版 )自家用車・PHP スペシャル・WILL・オレンジページ・文芸春秋・ニュートン・Hanako・サライ・

山と渓谷・With・毎日が発見・popteen・sweet・大人のおしゃれ手帖・特選街・ESSE・mamagirl・

MADURO・リンネル・＋ act・関東東北じゃらん・Casa BRUTUS・CUT・dancyu・TURNS

〔氷川図書館〕

（１９年版）いぬのきもち /（２０年版）きょうの健康・きょうの料理・趣味の園芸・栄養と料理・

暮らしの手帖・やさいの時間・うかたま

（２１年版）クロワッサン・マリソル・＆プレミアム・レタスクラブ・婦人公論・Seventeen・non.

no・岳人・男の隠れ家・ハルメク・ナンバー・pen・新潮・ノジュール・FUDGE・おとな MUSE・Mart・

GOLF TODAY・芸術新潮・CHANTO・ディズニー FAN・日経トレンディ ・MADURO・MOE・eclat・LDK・

ku:nel・ランドネ・GetNavi・kodomoe

※問い合わせは、古里図書館　☎８５－１６１８

町営住宅および公営住宅の入居者募集

①公営日向住宅

　【所在地】   奥多摩町氷川１８６８番地

　【募集戸数】 １戸（３０３号）

　【構  造】  木造平屋建（床面積５０．４㎡）戸建タイプ

　【間取り】  ３ＤＫ

         （ＤＫ約７．５８畳・和室４．５畳・洋室６畳・トイレ・バス・洗面・屋根裏収納庫付）

　【使用料】 ４８，０００円／月　

           ＊子ども（中学生以下）１人につき１か月７，０００円を減額します。

　　　　　　 対象となる子どもの人数は３人を上限とします。

②町営栃久保第２住宅（ファミリータイプ） 

　【入居要件】詳細は町ホームページまたは募集要項をご覧ください。

　【申込書配布場所】環境整備課（地下１階）・古里出張所（子ども家庭支援センター）

　＊募集要項および申込用紙については町ホームページでも掲載しています。

　＊住宅の申し込み資格は、各種条件がありますので、よくお確かめください。

　＊申し込み多数の場合は、奥多摩町選考基準により決定します。

　※申し込み、問い合わせは、環境整備課　☎８３－２３６７

　町では、つぎのとおり入居者を募集しています。

　【所在地】 奥多摩町氷川８４番地２

　【募集戸数】　２戸（１－１０４号・６－１０１号）

　【構  造】  簡易耐火構造２階建集合住宅タイプ

　【間取り】  ３Ｋ（和室６畳×３室・台所・浴室・トイレ付）

　【使用料】  世帯の所得などにより決定します　　【共益費】　５００円／月

　　　　< 図書館より >　　雑誌をお分けします
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No.829 2023 年 1 月 5 日奥多摩町役場　☎ 0428-83-2111( 代 )　FAX 0428-83-2344

１月の休日・全夜間　担当医療機関（救急患者に限ります）

奥 多 摩 病 院
≪診療時間≫

　●平日外来（月～金）午前9時～ ・【受付時間】午前8時～11時30分

　〇午後診療（月曜日・火曜日・水曜日）午後2時30分～3時30分

　　＊内科診療のみ・前日までに要予約

　〇小児予防接種（同上）午後3時30分～4時30分

　　＊予約希望日の１週間前までに要予約

　　【予約受付】平日の午後1時～4時30分・電話または窓口

≪峰谷診療所≫

　○毎週火曜日　　　 午後2時～3時（整形外科）

　○毎月３回金曜日（内1回は訪問診療）午後2時30分～3時30分（内科）

≪日原診療所≫

　○毎月３回木曜日　 午後2時～3時（内科）

　〇木曜日（４週に１回）　午後1時30分～2時30分（整形外科）

◆受付時間外の診療も事前に電話連絡をお願いします。

　☎０４２８-８３-２１４５（代表）　

　奥多摩病院ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.okutama.tokyo.jp/gyose/

　　　　　　　　　　 kakuka/ka/biyouin.html

  ■禁煙外来（予約制）：禁煙をご希望の方は、ご利用ください。
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１月の休日・全夜間　担当医療機関（救急患者に限ります）
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　○毎月３回木曜日　 午後2時～3時（内科）
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◆受付時間外の診療も事前に電話連絡をお願いします。
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  ■禁煙外来（予約制）：禁煙をご希望の方は、ご利用ください。
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【
山
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　

  

体
験
教
室
】

詳
細
☟

観
光
施
設
・
行
事
な
ど
の
お
知
ら
せ

森林セラピー健康づくり事業 ～町民対象～

〔参加費〕５００円　

〔定　員〕　 ２１名　＊先着順

〔受付期間〕１月１８日（水）午前８時３０分～２６日（木）午後５時１５分

＊トレッキングシューズ推奨

＊申し込みが７名未満の際は、ツアーが中止となる場合があります。

※申し込み、問い合わせは、 福祉保健課　　☎８３ －２７７７

※ツアー内容の問い合わせは、

      一般財団法人おくたま地域振興財団　☎８３－８８５５

ツ  ア  ー  名 日　　　　程

 ① 「都立羽村草花丘陵自然公園」ハイキング 　２月１７日（金）

【
奥
多
摩
都
民
の
森

　
　

 

　
　

 

体
験
教
室
】

詳
細
☟

①
奥
多
摩
山
歩
き
・
第
11
回
六

ツ
石
山
〈
１
泊
２
日
〉
２
月
11

日
（
祝
）
～
12
日
（
日
）

②
日
帰
り
御
前
山
歩
き
・
第
11

回
御
前
山
〈
日
帰
り
〉
２
月
19

日
（
日
）

③
山
里
倶
楽
部
・
第
５
回
温
泉

と
ハ
イ
キ
ン
グ
〈
１
泊
２
日
〉

２
月
25
日
（
土
）
～
26
日
（
日
）

④
奥
多
摩
山
歩
き
・
第
12
回
鷹

ノ
巣
山
〈
１
泊
２
日
〉
３
月
４

日
（
土
）
～
５
日
（
日
）

〔
申
込
〕官
製
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で

　 

　 

Ｆ
Ａ
Ｘ
83-

３
６
３
３

E
-
m
a
i
l
:
o
k
u
-
m
o
r
i
@
a
x
e
l
.

ocn.ne.jp

※
問
い
合
わ
せ
は
、
奥
多
摩
都

民
の
森
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　☎
83-

３
６
３
１

【
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー
】

詳
細
☟

　毎
月
第
１
日
曜
日
＆
第
３
木

曜
日
は
フ
ォ
レ
ス
ト 

フ
ォ
ー 

レ
ス
ト

　奥
多
摩
森
林
セ
ラ

ピ
ー
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
ラ
ン

（FOREST for Rest)

①
四
季
の
森
と
ツ
ボ
に
触
れ
あ

う
『
ツ
ボ
押
し
＆
セ
ル
フ
灸
』

〔
冬
の
「
水
」
編

　温
活
で
免

疫
力
ア
ッ
プ
！
体
の
底
か
ら
元

気
に
な
る
２
０
２
３
！
〕

　
　

　
　
　
　
　１
月
22
日
（
日
）

★
「
町
民
割
引
価
格
」
あ
り
！

＊
各
ツ
ア
ー
と
も
参
加
費
用
が

発
生
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
一
般
財
団

法
人
お
く
た
ま
地
域
振
興
財
団

　  

　
　
　
☎
83-
８
８
５
５

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
83-

８
８
５
６

①
山
の
ふ
る
さ
と
村
冬
ま
つ

り
・
１
月
29
日
（
日
）・
２
月

５
日
（
日
）

②
煙
た
な
び
く
炭
焼
き
体
験
・

３
月
４
日
（
土
）・
18
日
（
土
）

＊
両
日
参
加
で
き
る
方

③
棚
・
本
棚
作
り 

こ
の
隙
間

に
入
る
棚
を
作
る
！
・
３
月
11

日
（
土
）

〔
申
込
〕官
製
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
86
‐
２
５
５
３

E
-
m
a
i
l
:
y
a
m
a
h
u
r
u
@
t
o
w
n
.

okutama.tokyo.jp

☆
キ
ャ
ン
プ
場
「
ケ
ビ
ン
棟
」

宿
泊
半
額
割
引
実
施
中
（
キ
ャ

ン
プ
場
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

☎
86
‐
２
３
２
４
へ
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
山
の
ふ
る

さ
と
村
管
理
事
務
所
　
　
　 

　
　
　
　
　
☎
86-

２
５
５
６


